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１　序論｜建築空間におけるフレーミングの役割


03


 







建築空間におけるフレーミングの役割


　フレーミングとは「ある空間にいながら、その外側に


ある別の空間を感じさせる」ための建築設計手法の一つ


だと考えられるが、「フレーミングの並置および重層に


よる建築空間の実践的研究」と題する本論は、そうした


フレーミングを複数重ね合わせることの特徴や有用性を


絵画・映像・建築空間における歴史的系譜を踏まえて考


察するとともに、本研究をベースにした建築作品の実践


と併せて、絵画的手法を取り入れた建築空間モデルを提


示し、建築設計論としてまとめたものである。


　2章では絵画や映像におけるフレーミングの系譜を概


観し、事例を考察した。フレーミングという手法は、建


築のみならず絵画や映像においても重要な役割を果たし


てきた。近代の視覚文化を整理し、その中でも遠近法に


は「時間性」が欠如しているという指摘や、17 世紀オ


ランダ美術における複数の対象へのフレーミングや曖昧


なフレーミングに関する論考を参照している。3章では


建築空間におけるフレーミング手法の系譜をまとめた。


フレーミング手法を、「穿たれた開口としてのフレーミ


ング（FRAME）」・「遮断するフィルターとしてのフレー


ミング（FILTER）」・「鏡面による虚像のフレーミング


（VIRTUAL）」の 3 つに類型化し、それらに関連する事例


の考察・分析を行った。4章では「並置＜ juxtaposition＞」


および「重層＜ overlay＞」による複数のフレーミング


を重ね合わせる手法を「マルチ・フレーミング手法」と


定義し、3章でのフレーミング手法の系譜を元にマルチ・


フレーミング手法に関するマトリックスにまとめた。さ


らに本研究をベースにした建築作品の実践の考察を行う


とともに、絵画的手法を取り入れたマルチ・フレーミン


グ手法による建築空間モデルを設計試案《Parallax》と


して提案した。5章では本論の結論をまとめている。


　建築には建築以外の自然やものの見方を規定するとい


う側面がある。自然科学の世界では、顕微鏡や望遠鏡な


ど様々な観測装置の発達によって我々が体験できる世界


が広がり、様々な知見が得られたように、建築も建築以


外の自然やものを観測し、切りとるフレームのような装


置として存在することで建築の建つ場所の指標（INDEX）


としての役割を果たすのではないだろうか。我々はフ


レームを通じて、世界をより良く知ることができるよう


になるのであろう。外部環境を切りとるフレームは「風


景の観測装置」として、内部の人の存在を滲み出させる


フレームは都市の中では「風景の構成要素」として、建
図 1-1 カルロ・スカルパ《カステルヴェッキオ美術館》


第一室南面開口（1964）
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築は二つのまなざしを提供するのである。


　映像メディア研究者のアン・フリードバーグは著書


『ヴァーチャル・ウインドウ』において、「窓」に焦点を


当て、遠近法から現代のデジタルスクリーンに至るまで


の人間の世界認識のありようの変遷を述べており、フ


レームの重要性を示唆している。


レオン・バッティスタ・アルベルティの 15 世紀半


ばの著作「絵画論」から、20 世紀後半のコンピュー


タソフトウェア・ マイクロソフトの "windows" に


いたるまで、 窓は、イメージをフレームに収めるこ


とを表す建築的および比喩的なレトリックとして


深い文化的歴史をもっている。・・・世界のフレー


ム化は、フレーム内の情報と同じくらい重要かもし


れない。（アン・フリードバーグ『ヴァーチャル・ウィ


ンドウ』, 産業図書 , 2012）


　建築においてもいかに世界をフレーミングするか、と


いう点が重要な側面であると考えているが、特にカルロ・


スカルパの建築作品（図 1-1 ～ 1-3）にはそのような観点


から示唆すべきものがある。フレーミングによって観察


者に視点を与える「絵画的手法」こそがスカルパのデザ


インの根幹的手法と考えられるが、さらに複数のフレー


ミングを重ね合わせるところに特徴がある。


　ピーター・アイゼンマンは初期の住宅プロジェクトに


おいて L 型フォームの組み合わせによって、複数のフ


レームが重ね合わされたフォルムの建築を提案し、アク


ソノメトリック・モデルを提案している。アクソノメト


リック・ドローイングが通常正面に固定された視点から


描かれ、視点の変化によって変化するものでは無いのに


対し、アクソノメトリック・モデルは一点の視点からは


普通の直交モデルとして認識される（図 1-4）が、それ


以外の視る位置によって変化する（図 1-5）ピクチャレ


スクな模型によってプロジェクトを表明している。同じ


複数のフレームの重ね合わせをテーマとしてはいるが、


本論で述べる複数の視点を重ね合わせたマルチ・フレー


ミングと正反対の単一視点によるプロジェクトと言えよ


う。


　複数のフレーミング、すなわち注視するビューが重ね


合わされるマルチ・フレーミングによって、空間それ自


身が観察者に能動的に働きかけ、観察者の空間経験は豊


かなものになる。言いかえると、ある固定化されたシー


ンをつくりだすのではない自由な視線の運動を喚起する


空間である。同一の場所に存在する多くの視点を観察者


が結びつけながら体感する空間、多視点が連続していく


図 1-2 カルロ・スカルパ《ブリオン家墓地》
チャペル（1978）


図 1-3 カルロ・スカルパ《クェリーニ・スタンパーリア財団》
庭の仕切り壁（1963）


図 1-4 ピーター・アイゼンマン《住宅第十号》
北東から見たアクソノメトリック・モデル（1978）


図 1-5 ピーター・アイゼンマン《住宅第十号》
東から見たアクソノメトリック・モデル（1978）
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空間をスカルパはつくりだしていると言えよう。すなわ


ちそれは「時間」を即物的にデザインしていると言える。


　多視点という点で、複数の視点による対象の把握とい


う「キュビズム」（図 1-6）はマルチ・フレーミングとも


近似した概念ではあるが、前者が主に複数の視点を重ね


合わせて描かれた１枚のタブローのことを指すのに対し


て、後者は人が中に入って移動しながら見る複数の視線


を重ね合わせた空間という違いが大きい。


　本論はピクチャレスク建築に代表されるような一つの


視点でコントロールされた近代建築によって捨象された


「時間」をいかに建築空間に内包するか、という大きな


命題とも言え、究極的には写真という静止画メディアで


は捉えられない建築の在り方を探りたい。マルチ・フレー


ミングという複数のフレーミングを重ね合わせた絵画的


手法を取り入れた建築空間モデルを提案することで、一


つの空間に複数の視点が織り込まれたクロノトポス的な


空間の可能性を提示するものである。


※クロノトポス：ロシアの哲学者ミハイル・バフチンの概念で、
「物語などにおける時間と空間の組み合わせ」を表す


図 1-6 パブロ・ピカソ《アビニヨンの娘たち》
（1907）
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２　絵画・映像におけるフレーミングの系譜
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絵画・映像におけるフレーミングの系譜


2-1　絵画におけるフレーミング


近代を支えた 3 つの視覚文化
　カリフォルニア大学バークレー校教授の歴史学者マー


ティン・ジェイは『近代性における複数の『視の制度』』（ハ


ル・フォスター編『視覚論』平凡社 , 2000）において、「近


代とは視覚が支配的な時代であるが、あるひとつの視覚


文化によって支えられていたわけではなく、主に三つの


視覚文化によって構成されていたのではないか」と述べ


ている。それらは「デカルト的遠近法主義」・「バロック」・


「17 世紀オランダ美術」である。ここでは本論に関連す


ると思われる「デカルト的遠近法主義」・「17 世紀オラ


ンダ美術」を概観してみたい。


デカルト的遠近法
　遠近法の発明は彫刻家のブルネレスキと言われ、それ


を最初に理論化したのがアルベルティと言われている。


遠近法とは三次元空間を二次元空間に描き直す方法だ


が、現実の対象を最も自然な形で再現する方法として長


い間西洋の視覚文化を支えてきた。見る者の眼を視覚の


ピラミッドの頂点として、絵の中にはゆがみなく、秩序


だった唯一の（ある一点からの）空間が再現される。視


覚のピラミッドないしは円錐によって片方の頂点は絵の


中の消失点ないし中心点に、もう片方の頂点は画家ない


し観客の眼に対応されられていたのである（図 2-1）。


　アルベルティもまた、遠近法による絵画を「透明な窓」


と位置づけていた。美術史家によっても遠近法という透


明な窓を通じて世界を眺めるということは当たり前の前


提となっていたものの、「遠近法は慣習的な象徴形式に


すぎない」とはじめて批判的な見方を示したのが、美術


史家のエルヴィン・パノフスキーである。遠近法は事実、


位置が固定された単眼によって見られた世界の表象であ


り、見る者の位置に左右されない極めて抽象化された幾


何学的な空間なのである。日常的な両眼視覚の場合とは


異なり、あくまでも一つの眼が一つの覗き穴を通して前


方の情景を見ると考えられていたのである。


トロンプ・ルイユとアナモルフォーズ
　遠近法のメカニズムは、正統な絵画の流れからはやや


それたところで、二つの方向へ発展していっ た。トロ


ンプ・ルイユとアナモルフォーズである。トロンプ・ル


イユとは「騙し絵」のことで、劇場での演出にとりわけ


用いられた。特に有名なものとして、《テアトロ・オリ 図 2-3 ハンス・ホルバイン《大使たち》（1533）


図 2-2 アンドレーア・パッラーディオ
《テアトロ・オリンピコ》（1585）


図 2-1 Hendrik Hondius, Marolois
《Marolois's illustration of perspective model》（1614）


11


２　絵画・映像におけるフレーミングの系譜







ンピコ》（1585）（図 2-2）が挙げられよう。パラーディ


オの原案によるこの劇場は、背後に数本のパースペク


ティブによる街路を設けており、全体として放射状に構


成された街路は、観客席のどの位置からも、どれか一本


は正しいパースペクティブの位置関係で見ることのでき


るるように工夫されている。彼はパースペクティブを演


劇の幻想性を強化する補助手段として構成させたのであ


る。これは 3 章においても建築空間におけるフレーミン


グ手法の一事例として再掲する。


　アナモルフォーズ（歪像画）という言葉それ自体は、


単純に解すれば「歪んだ像」である。だがここではただ


やたらに歪んだ絵をいうのではなく、どのように歪んだ


形でも、それをある特定の視点から見た場合に、正常な


形となって見える絵をいう。ハンス・ホルバインによっ


て描かれた《大使たち》（1533）（図 2-3）は、この技法


の代表的な作品である。《大使たち》は遠近法的視線で


見た場合、二人の男性像が見えるが、同時に床の上に浮


いている楕円形が描かれていることがわかる。これは肖


像画の遠近法に属しておらず、アナモルフォーズ（歪像）


されて描かれた骸骨で、視点をずらして見上げるとかた


ちが表出する。つまり、ここには二つの視線が内包され


ているのである。


　ジョルジュ・ルースの作品《メッツ》（1994）（図 2-4）は、


カメラのレンズ位置である唯一つの定められた視点から


見たときに、対象が空間の中に再構築されるという歪像


の法則に基いている。作品の前に立つとき、はっきりと


した幾何学的形態を見ることができるが、その描写を注


意深く見ると、それが実は床や壁や天井の異なる方向に


描かれた色の平面の集合体であるということが分かる。


スヴェトラーナ・アルパースの『描写の芸術』と
17 世紀オランダ絵画
　マーティン・ジェイの述べた三つ目の 17 世紀オラン


ダ美術は、スヴェトラーナ・アルパースの『描写の芸術


－ 17 世紀のオランダ絵画』（ありな書房 , 1993）によっ


て指摘されたものである。当時、オランダはヨーロッパ


最大の貿易国であり、富裕層の市民が増加していた。こ


うした背景のもと、宗教画や歴史画といった「大きな物


語」とは異なる、より生活に根ざした室内画や風景画が


描かれることが増え、とりわけ窓辺での人びとの生活を


描写したものが多く見られた。


　アルパースによると、イタリア・ルネサンスの美術に


おいては遠近法はあくまでもその手段でしかなく、アル


ベルティのフレーミングの向こう側にあるのは、詩人た


ちのテクストにもとづく舞台であり、物語を語るのが主


な目的なのだ。それと対照的にオランダの美術において 図 2-5 ピーテル・デ・ホーホ《パンを届ける少年》（1663）


図 2-4 ジョルジュ・ルース《メッツ》
上／定められた視点から　下／別の視点から（1994）
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は、物語への言及がおさえられ、フレーミングのフレー


ム内には収まらない目に見える表面を描写することが


もっぱら好まれた。むろんオランダ絵画にもフレームは


あるが、それによって全体の意味を限定したりはしない


のである。前もって定められたフレームの欠如、すなわ


ち画面上に広がるイメージは、カンヴァスを超えてはて


しなく続いていくかぎりない世界の断片であるように思


われるのだ。アルパースは以下のように要約している。


北方の美術においては、多数の小さな事物に焦点が


あてられる。光が物体から照りかえし、物体の表


面、色彩、質感が浮かびあがる。明確なフレーミン


グはなされず、見る者の位置もはっきりとは決めら


れていない。これに対して南方の美術においては、


少数の大きな事物に焦点があてられる。物体は陰影


によって型どられ、読解可能な空間に配置されてい


る。明確なフレーミングがなされ、見る者の位置も


はっきりと決められている。このような対照は、一


次的現象（物体・空間や形態）と二次的現象（表面


や質感）とを区別するヒエラルキーにもしたがって


いる。（スヴェトラーナ・アルパース『描写の芸術


－ 17 世紀のオランダ絵画』ありな書房 , 1993）


　ピーテル・デ・ホーホの《パンを届ける少年》（1663）（図


2-5）には手前の居室にある扉と開口という二つのフレーミ


ングの先の中庭越しにさらに門型のフレームが重層した風


景が描かれている。


　コルネリス・ビスホップの《リンゴの皮を剥ぐ娘》（1667）


（図 2-6）には左側の玄関から差し込む昼間の光を利用して


いる生活の描写が描かれている。玄関の先には中庭・アー


チのある通路へと開かれており、召使いの背後には奥の部


屋につながる通路のフレームが重層して描かれ、二つの遠


近法を用いていることが分かる。


　エマニュエル・ヴィッテの《ヴァージナルを弾く女》（1665）


（図 2-7）には細長く薄暗い空間が大きな窓によって光を


得ている様子が描かれている。ルネサンス期の宗教画で


は中心に位置されることで象徴的に機能していた遠近法


の消失点が、ここでは微妙にずらされ、部屋から部屋へ、


そして窓の外側へと視線が流れていくように意図されて


いる。


　建築肖像とも言うべきピーテル・サーンレダムの作品


は、オランダのイメージの根本に深く関わるいくつかの


特性をよく示す例としてくりかえしとりあげられてい


る。彼の建築に対する関心にもかかわらず、彼の作品に


おいて注目されるのはその表層性である。《ユトレヒト


のビュール聖堂内部》素描（1636・1644）（図 2-8）は、


図 2-7 エマニュエル・ヴィッテ《ヴァージナルを弾く女》（1665）


図 2-6 コルネリス・ビスホップ《リンゴの皮を剥ぐ娘》（1667）
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明らかに二つの風景をひとつの平面にまとめている。中


央の柱のところから見られた二つの景観を画家はひとつ


にまとめあげたのである。鑑賞者は頭部と眼を動かす


ことなしに左右全体の眺めを視界に収めることはできな


いだろう。それゆえこの作品においては、われわれがそ


こから教会内部を覗きこむような縁どられた人為的なフ


レームが呈示されることはない。前提としてにフレーム


がないがしろにされていることは、サーンレダムがこの


イメージを二つに分割して左半分・右半分それぞれに対


応する油彩画（図 2-9）を制作していることからの示唆


されている。サーンレダムの画はアルベルティ的様態の


絵画におけるように外側から見る観察者の存在を前提に


はしていないのだ。


　17 世紀オランダ画家の一人であるサミュエル・ファ


ン・ホーホストラーテンは、「覗きからくり箱」（図


2-10）の制作にも長けており、箱の穴から覗き込むとオ


ランダ民家のインテリアが立体的に浮かび上がって見え


るのぞきからくり箱が残っている。これは多数の部屋が


つながってひとつの枠では収まりきれない連続的光景を


見せる覗き箱シリーズの一つであり、奥の一点を結ぶ一


点透視図法を駆使したイタリアの画家とは対照的に複数


の消失点を持つ。


　アルパースは 17世紀オランダ絵画に対してそれまで


用いられていたルネサンス絵画とは異なった評価指標を


提示した。ルネサンス期の宗教画では中心に位置される


ことで象徴的に機能していた遠近法の単一の消失点が、


オランダ絵画においては複数の遠近法を用いることで、


単一視点からの眺めが犠牲にされ、各面の集合体となっ


ているのである。


　アルパースは同著で「前もって存在するフレーム－ア


ルベルティが絵画の最初の定義として示したような矩形


あるいはフレームのある窓－の不在である。したがって


絵の表面に展開する像はカンヴァスの向こう側に続いて


いる世界であり、それはフレームによる制限を受けない


連続した一部なのである」とも述べている。


　複数のフレーミングを導入することで、視線が微妙に


ずらされ、部屋から部屋へ、そして窓の外側へと視線が


流れていくように意図されており、多数の部屋がつな


がってひとつの枠では収まりきらない連続的光景を描き


出している。


経験の条件
　現代美術家の岡崎乾二郎は著書『ルネサンス　経験の


条件』（筑摩書房 , 2001）において、「ブルネレスキの考


え出した方法、たとえば向き合った二枚のパネルからな


図2-10 サミュエル・ファン・ホーホストラーテン


《A Peepshow with Views of the Interior of a Dutch House》


（1655-60）


図2-8 ピーテル・サーンレダム
《ユトレヒトのビュール聖堂内部》素描（1636・1644）


図 2-9 ピーテル・サーンレダム
《ユトレヒトのビュール聖堂内部》（1636・1644）
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る透視図法の装置は、後にアルベルティに誤読されるこ


とになったわけですが、アルベルティの発想とはまった


く逆に、いかなるジャンルにも帰属しえないような、まっ


たく超越論的なものだった。いわば彼は人間の精神ある


いは知覚がもともともっている錯乱性・・たとえば端的


に時間や空間の前後の分別が混乱する・・、あるいは逆


に・・時間や空間の前後の境界を乗り越えてしまう・・


という可塑性を前提にして、それを積極的に生かし、組


織しようとした」と述べており、自身のレリーフ作品《あ


かさかみつけ》（1987-89）（図 2-11）や一連の習作（図


2-12）にはそうした理論を前提とした複数のフレームに


よる時間性の内在をテーマとしていることが以下の言説


からも分かる。


「それぞれの場面から世界（展示空間）を見ること


ができる。つまり展示空間の全体は、それぞれの作


品のフレームのなかに含まれうる。けれどそこで捉


えられる全体は、別の作品から捉えられる全体と


は一致しない。建築物に喩えると借景というか背景


に見える部分がある。角度が変わると逆転する。建


築が風景を建築に取り込むように、壁つまり展示空


間をも取り込む。エイゼンシュタインの「アトラク


ション」の概念のように、茫然とした拡がりに「た


てもの」が置かれると、その壁全体が別の空間へ変


貌する、組織される。」（岡崎乾二郎『岡崎乾二郎 


1979-2014』BankART 1929, 2014）


　エイゼンシュテインの「アトラクション」とは、4-2


で後述するが、映像のある組み合わせを見るとそこに何


らかの意味を見出そうとする人間の特性を利用して、本


来は不連続なショットとショットをつなぐことによって


映像に新たな特定のムードや意味を生み出す映画理論に


おけるモンタージュ技法のことを指す。


複数の＜一瞥＞


　最後にハーバード大学教授の美術史家ノーマン・ブラ


イソンの言葉を紹介したい。「単眼は＜一瞥（グランス）


＞ではなく＜凝視（ゲイズ）＞によるパースペクティ


ブに立っているのだ」（『視（覚）と絵画　凝視の論理


（Vision and Painting: The Logic of the Gaze）』New Haven: 


Yale University Press, 1983）。すなわち、見る主体の単


眼によって切り取られたワンショットは時間を超越し、


脱身体化されたのである。ここには「時間性」が欠落し


ており、メタフィジカルな視覚が存在している。この遠


近法が捨象した「時間」を内在させるためには、＜一瞥（グ


図 2-11 岡崎乾二郎《あかさかみつけ #8#14#5#12#7#11#17#26》


（1987-89）


図 2-12 岡崎乾二郎《711-6692》（1982）
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図 2-14 セルゲイ・エイゼンシュテイン
《枝の可変的フレーミングの図解》


『Film Form: Essays in Film Theory』（1949）


図 2-15 セルゲイ・エイゼンシュテイン
《モンタージュと建築》（1938）


図 2-13 G.F. ケック《住宅》
（1944）


図 2-16 小津安二郎《秋刀魚の味》（1962）


ランス）＞を複数並置する空間である必要がある。本論


のマルチ・フレーミングとはまさにそのような一つの空


間に複数の単眼（フレーミング）が並置された空間のこ


とを指している。


2-2　映像におけるフレーミング


固定した遠近法の解体
　バウハウスでモホリ・ナジの同僚ジョージ・ケペッシュ


は『視覚言語』（1944）において、絵画・建築写真・広告・


フォトモンタージュを並置することによって、透明性と


「固定した遠近法の解体」について論証している。


　G・F・ケックが設計したある住宅の窓の外から撮影


されたこの写真（図 2-13）の視線は、部屋のなかと同時


に、外の風景にフレームを与えているもう一枚の板ガラ


スの窓にまで向けられた重層する風景となっており、そ


れは近代住宅における透明で反射する重なりを例証して


いる。


　ケペシュは、この書籍を通じて写真および映画を遠近


法の後に来る新しい「視覚言語」を生み出す装置的な作


用因子として加えている。


映画とフレーミング
　映像においてフレームとは、各ショットにおける画面


内のデータを決定するもっとも基本的な単位である。こ


こでは複数のフレーミングを重ねあわせた映像とその特


質を紹介する。ソ連の映画監督セルゲイ・エイゼンシュ


テインはモンタージュ（視点の異なる複数のカットを組


合せて用いる技法）によってフレームの境界に関してサ


イレント映画の実験を行っているが、それは観客の知覚


の刺激を通して意識下の活性化や感覚的・心理的作用を


狙ったからだった。エイゼンシュテインは日本の図画教


育について以下のように述べているように、モンター


ジュ理論の確立には「フレームをテーマに合わせて変え


る」日本の描画などからインスピレーションを得たと言


われている（図 2-14）。


ここに桜の木の枝があるとする。すると、生徒が正


方形、円、長方形といったー構図の単位をつかって、


この全体のなかから部分を切りとる。生徒はショッ


トの枠どりをするのである！・・・キャメラによ


る「摘出」であり、キャメラを手段とする構成であ


り、レンズの斧で現実の一断片を切りとる方法であ


る。（セルゲイ・エイゼンシュテイン『映画の弁証法』


角川文庫 , 1953）
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図 2-19 デイヴィッド・ホックニー
《David Hockney Cameraworks》（1984）


　エイゼンシュタインにとってモンタージュは単なる映


画の技法にとどまるのではなく、「アトラクションのモ


ンタージュ」として、さまざまな視点や側面から撮影さ


れたあるひとつの現象の互いに異なった要素をフレーミ


ングし、複数のフレームをスクリーンに連続的に重ね合


わせることで観客の意識を揺さぶる手段だったのであ


る。それは、必ずしも同じ出来事には属さない別の映像


と接近させることによって、ある映像の意味を強化する


ものと言えるだろう。


　さらにエイゼンシュテインは評論『モンタージュと建


築』（1938）のなかで、アクロポリスの建築空間を移動


し観察するシークエンスと映画のモンタージュとの類似


点を指摘している（図 2-15）。


　モンタージュは日本においても映画編集理論の主流と


され、小津安二郎は技法の一つであるカットバック（異


なる場所で同時に起きている複数シーンのショットを交


互につなぐ演出）を多用している。フレーミングという


視点から見ると、小津安二郎の映画における室内空間（図


2-16/17）には、人物の背後にいくつもの正方形や正方


形に近い矩形が重ね合わされている。室内のシーンのほ


とんどに 2以上の正方形が構成され、内部から外部への


視線がフレーミングされる。これら複数の正方形フレー


ミングの重なりあいによって、動かない遠景の背景が前


景化し、主役化していく、といった前景と遠景の視線の


動きを誘発している。


写真とフレーミング
　動的な映画と静的な写真を同一に語ることはできな


いが、中野正貴による室内から風景を撮影した写真（図


2-18）は、窓枠や柱によってフレーミングされ、切り取


られた各々の風景があたかも別々の絵画作品であるかの


ような印象を与える。ピーテル・サーンレダムの《ユト


レヒトのビュール聖堂内部》（図 2-8/2-9）における素描


と油彩画の関係と同じ視点である。窓越しの一つの風景


ではあるのだが、窓枠という複数のフレーミングによっ


て、「同じ場所か異なる場所か」という問いを観察者に


促すような意図がつくられていると言えよう。


　デイヴィッド・ホックニーの視点を僅かに変化させた


写真をグリッドに並べたコラージュ（図 2-19）は、一瞬


の時間を撮影した静止画像を連続して追うことで、時間


の流れを追体験することができる。すなわち複数のフ


レーミングの並置により写真それ自身が観察者に能動的


に働きかけ、一瞬の静止画を用いながら時間を感じさせ


る作品である。


図 2-18 中野正貴《東京窓景》（2000）


図 2-17 小津安二郎《早春》（1956）
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建築空間におけるフレーミング手法の系譜


　ジークフリート・ギーディオンは、西洋的空間概念と


して、彫刻としての建築（第一）、内部空間としての建築


（第二）、彫刻と内部空間としての建築（第三）、建築を３


つに分類している。その中で第二の空間概念として、「内


部空間に、つまり空間をえぐり出すこと、同時に、そこ


に開口部をつくることにあった」と述べている。つまり、


ヨーロッパの組積造建築の厚い壁で囲まれた空間という


概念がまず前提としてあり、その壁に穴を穿つことで開


口が生まれるのである。


　対して日本の木造建築、すなわち軸組造による柱文化


においては、夏の蒸し暑さと多雨に対処すべく、厚く大


きな屋根を支える必要最小限の柱だけがあり、その柱間


のスペースに用途に応じて間戸を立てて不要なものを遮


蔽するフィルターとしての役割を果たしていたのであ


る。深い軒と縁先があることから、日本庭園に見られる


風景を借景としてつくられるフレーミングも日本建築の


特徴であろう。


　つまり、西洋建築の場合は恣意的に開口を設けるが、


日本建築の場合は恣意的に壁を設けることになる。そう


した背景を踏まえ、本章では主に西洋的空間概念を援用


した建築を対象に、建築空間におけるフレーミング手法


の系譜を概観する。原広司とクリスチャン・ノルベル


ク・シュルツによる空間図式論を基礎的知見とし、フ


レーミング手法を「穿たれた開口としてのフレーミン


グ（FRAME）」・「遮蔽するフィルターとしてのフレー


ミング（FILTER）」・「鏡面による虚像のフレーミング


（VIRTUAL）」の 3 つに類型化した（図 3-1）。


3-1　穿たれた開口としてのフレーミング（FRAME）


　原広司は「境界論」（原広司『空間＜機能から様相へ＞』


岩波書店 , 1987）において、3 つの境界形式を論じてい


る。A ／エンクロージャー（範囲が明確に規定され、入


出力が制御される領域）、B ／フロア（そこにある事物


の周辺の＜そのあたり＞・＜そのまわり＞としてあらわ


れる漠然とした領域）、C ／ルーフ（＜エンクロージャー


＞や＜フロア＞に重なるように、あるいはそれらを分解・


結合して新たに生成される領域）の 3 つである。


　A ／エンクロージャーは包囲された空間を指すが、同


じ「境界論」には「孔」について原は「建築は、ことご


とく孔をうがたれた空間」であるとし、「孔」の建築的


表出の可能性を模索する論理を説いている。また、原は


図 3-2 原広司《慶松幼稚園》
（1968）


図 3-1 フレーミング手法


図 3-4 カルロ・スカルパ
《カステルヴェッキオ美術館》


エントランス（1964）


図 3-3 カルロ・スカルパ
《カステルヴェッキオ美術館》


第一室南面開口（1964）


穿たれた開口
としてのフレーミング


FRAME


実像


フ
レ
ー
ミ
ン
グ


虚像


遮蔽するフィルター
としてのフレーミング


FILTER


鏡面による虚像
のフレーミング
VIRTUAL
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「有孔体理論」（原広司『建築に何が可能か　建築と人間


と』学芸書林 , 1967）を提唱し、建築空間は空間単位、


境界面としての被覆、作用因子、作用因子の運動を制御


する孔から構成されるとし、建築設計とは「閉じた空間」


に孔を穿つ行為となるとしている。その結果、建築は有


孔体の集合として姿を現すものであるとし、理論を体現


した作品として《慶松幼稚園》（1968）（図 3-2）が挙げ


られる。


　原はインタビューで「三次元的な孔をうまく開ければ


建築全体ができ」るとし、トンネルを事例に挙げ、入口


と出口の二つの孔によってトンネルの持つ奥行きへの連


続性を感じさせる雰囲気について述べている（原広司『窓


の概念』, 窓研究所 , 2013）。ここで言う「孔」とは塊（ソ


リッド）に穿たれたトンネルのような開口のみならず、


面（サーフェイス）に穿たれた風景を切り取るフレーム


も概念としては同一である。


　以上のことから「穿たれた開口としてのフレーミング


（FRAME）」は、サーフェイスあるいはソリッドな壁面


から見せたい風景を切りとるように孔を穿つピクチャー


フレームとしてのフレーミングであると定義できる。


　カルロ・スカルパの建築作品には様々なフレーミング


事例が散見されるが、ここではその代表的なものをいく


つか提示する。《カステルヴェッキオ美術館》（1964）（図


3-3/4）においては、彫刻ギャラリーにおけるアーチ状の


フレーミングの連続、カングランデ騎馬像の見える 2F


ギャラリー、エントランス、第一室の南面開口、第二室


の南面開口などが挙げられる。《ブリオン家墓地》（1978）


の有名な二重円開口（図 3-5）、チャペル（図 3-6）なども


そうした事例であろう。


　妹島和世の《梅林の家》（2003）（図 3-7）はわずか


16mm という薄い鉄板によって内部空間同士を分節しつ


つフレーミングしたひとつながりの一室空間である。


　青木淳の《J》（2007）（図 3-8）においては境界面の壁


厚を感じさせないように敢えて各室の開口部を開口より


もオフセットした 9mm の合板によって正方形に切り取


ることで異なる風景が正方形の中で展開するようフレー


ミングされている。


　ペソ・フォン・エルリッヒスハウゼンの《Poli House》


（2005）（図 3-9）や《Cien House》（2011）（図 3-10）・《Meri 


House》（2014）（図 3-11）においては正方形開口のフレー


ムの繰り返しによって重層的にフレーミングしている。


　アイレス・マテウス《リトラル・アレンテジャノの住


宅》（2000）（図 3-12）はマッシヴなボリュームを穿って


風景をフレーミングし、その側面の開口部から光を取り


込んでいる。


　千葉学《八ヶ岳の別荘》（2004）（図 3-13）は部屋相互


図 3-5 カルロ・スカルパ《ブリオン家墓地》
二重円開口（1978）


図 3-6 カルロ・スカルパ《ブリオン家墓地》
チャペル（1978）


図 3-8 青木淳《J》
（2007）


図 3-7 妹島和世《梅林の家》
（2003）


３　建築空間におけるフレーミング手法の系譜


22







の壁に窓が穿たれることで、様々な密度感の林のように


フレーミングが重なり合う重層した空間である。


　藤本壮介《House N》（2008）（図 3-14）は開口部が開


けられた面による箱が三重の入れ子によってつくられた


住宅である。3 つの箱の孔の重なり具合によってさまざ


まな風景をフレーミングする。


　フレーミングはアート作品でも繰り返し用いられる手


法である。ジェームズ・タレルは、照明のない暗い部屋


に開口部を切り取って、その向こう側の空間を色彩で施


された光で満たし、開口部を通して光を見るインスタ


レーションが有名である。開口部にテーパをかけて枠が


全く認識できないようにすることで、一見その奥に空間


があるように見えず、単色に塗り込められた抽象画が壁


に掛かっているように見えるが、しばらく見つめてい


ると深みをもった光がその空間に満ちていることが分か


る。《光の館》（2000）（図 3-15）・《ブルー・プラネット・


スカイ》（2004）（図 3-16）などは同じように開口部の枠


にテーパをかけて空をフレーミングしている。


　モンペリエ国際建築フェスティバルにおける建築


家 Paul Scales+Atelier Kit によるインスタレーション


《Reframe》（2012）（図 3-17）は、正方形に開口が穿たれ


た樹脂板の積層により歴史的街並みの風景をリ・フレー


ミングするものである。面の連続によって観察者から


はトンネルのように見える。1950 年代に知覚心理学者


ジェームス・J・ギブソンは直径 30cm の孔の開いたプ


ラスチック板を 5m 間隔に並べ、被験者は一方の側から


その孔を見ると、何もないはずの板と板の間が面で埋め


られたトンネルのように見える、という視覚実験を行っ


た。これは光の肌理・配列によって面が知覚された現象


であるが、《Reframe》がトンネルのような知覚を感じら


れるのはそのような理由による。


図 3-12 アイレス・マテウス《リトラル・アレンテジャノの住宅》
（2000）


図 3-11 ペソ・フォン・エルリッヒスハウゼン《Meri House》
（2014）


図 3-9 ペソ・フォン・エルリッヒスハウゼン《Poli House》
（2005）


図 3-10 ペソ・フォン・エルリッヒスハウゼン《Cieni House》
（2011）
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図 3-15 ジェームズ・タレル
《光の館》（2000）


図 3-16 ジェームズ・タレル
《ブルー・プラネット・スカイ》


（2004）


図 3-17 ポール・スケール + Atelier Kit《Reframe》
（2012）


図 3-14 藤本壮介《House N》
（2008）


図 3-13 千葉学《八ヶ岳の別荘》
（2004）
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3-2　遮蔽するフィルターとしてのフレーミング
（FILTER）


　クリスチャン・ノルベルク・シュルツは、3 つの空間


図式を指摘している。A ／中心（= 場所）、B ／方向（=


通路）、C ／区域（= 領域）の 3 つであるが、時間性を


内包する概念として特に関連するものは B ／方向（= 通


路）であろう。シュルツはこの「通路」を示す実例を挙


げた後、「奥行きへの連続性は、床、壁、天井という要素、


もしくはこれらの要素の組み合わせたものを、分節化す


ることによってつくられる」（クリスチャン・ノルベルク・


シュルツ『実存・空間・建築』鹿島出版会 , 1973）とま


とめている。この分節化するものこそ、床や壁・軒に見


られるエッジがフレーミングとなって「むこう」を表象


するものであり、遮蔽するフィルターとしてのフレーミ


ングと言える。


　村野藤吾の《谷村美術館》（1983）（図 3-18）では、視


線を遮蔽しつつ 10 体の彫刻を見せるフィルターとして


有機的な壁・天井の連続が効果的である。


　カルロ・スカルパの建築作品にもそのような風景を遮


蔽するフレーミング手法の実例も散見される。《クェリー


ニ・スタンパーリア財団》（1963）（図 3-19）における庭


の仕切り壁や《ブリオン家墓地》（1978）（図 3-20）にお


けるパビリオンへの通路などが挙げられる。


　ヨーン・ウッツォンのスペイン・マヨルカ島南東沿岸


に建てられた《キャン・リス》（1972）（図 3-21）は、地


中海の景色を切り取るように多方向を向いたテアトロ・


オリンピコのような平面を持つ。


　アルド・ロッシの《ガララテーゼ集合住宅》（1974）（図


3-22）は、1 階回廊に壁柱の林立するピロティがあり、


南北に約 180m の長い住棟に対して垂直に壁柱があるこ


とで長手に見ると風景を遮蔽した静寂な空間が広がり、


短手に見ると周囲の緑を取り込むフィルターとして壁柱


が重要な役割を果たしている。


　アルヴァ・アアルトの《実験住宅コエタロ》（1953）（図


3-23）では、テラスから眺望の良い湖畔の風景を切り取


るよう壁で風景を遮蔽してフレーミングされている。


　グンナール・アスプルンドの《森の火葬場》（1935-40）


（図 3-24）は、ロッジアには瞑想の丘の風景を遮蔽して


フレーミングする屋根があるとともに、屋根には孔が穿


たれることで天へと昇天する死者へのお別れの場が生ま


れている。


　レマン湖を望む地に建つル・コルビュジエの《母の家》


（1923）（図 3-25）は、住宅からは湖畔を望めるよう、ま


た庭の遠景からは壁によって風景を一端遮蔽しながらも


近景からは壁に穿たれた開口からフレーミングされた風


図 3-18 村野藤吾《谷村美術館》
（1983）


図 3-19 カルロ・スカルパ《クェリーニ・スタンパーリア財団》
庭の仕切り壁（1963）


図 3-22 アルド・ロッシ《ガララテーゼ集合住宅》
（1974）


左／図 3-20 カルロ・スカルパ《ブリオン家墓地》
パビリオンへの通路（1978）


右／図 3-21 ヨーン・ウッツォン《キャン・リス》（1972）
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景を望むことができる。


　ヨルゲン・ボー +ヴィルヘルム・ヴォラートによる《ル


イジアナ近代美術館》（1958）（図 3-26）のジャコメッティ


の間はチューブの先端が全面開口部となっているような


空間で池や柳を借景となるよう二枚の壁で風景を遮蔽し


てフレーミングされている。


　ジオ・ポンティの《ヴィラ・プランチャート》（1960）（図


3-27）は視線が住宅内外を見通せるよう開口部の連続を


意識した設計であり、ジオ・ポンティの傑作と言われて


いる。


　妹島和世の《飯田市小笠原記念館》（1999）（図 3-28）


では物理的に開口部を開けているわけではないが、シル


クスクリーン印刷によって周辺の風景を遮蔽するように


正面の書院をフレーミングしている。


　スティーブン・ホールの《ヘルシンキ現代美術館（キ


アズマ）》（1998）（図 3-29）は直方体のマッスとカーブ


したマッスの交差した隙間から光の注ぐエントランス


ホールは、二つのマッスがフィルターとして展開したも


のといえよう。


　マンシーリャ・チュノンの《レオン・オーディトリウ


ム》（2002）（図 3-30）に特徴的な積層された開口は、イ


ンテリアで要求される機能を元にデザインされたようだ


が、外観から見ると多方向に窪みがあることで視線を誘


導するファサードを形成している。


　トロンプ・ルイユ（騙し絵）の一つであるアンドレーア・


パッラーディオによる《テアトロ・オリンピコ》（1585）（図


3-31）は背後に数本のパースペクティブによるチューブ


状の街路を設けており、全体として放射状に構成された


街路は観客席のどの位置からもどれか一本は正しいパー


スペクティブの位置関係で見ることができるよう工夫さ


れている。


　ジャン・ロレンツォ・ベルニーニの《スカラレジア》


（1666）（図 3-32）は床・壁をフィルターのように先細り


の空間に変形させることで実際以上の奥行きを見せるよ


うな演出をしている。


　アート作品では、ダニ・カラヴァンの《パッサージュ


ヴァルター・ベンヤミンへのオマージュ》（1994）（図


3-33）はコールテン鋼によるトンネルが途中から屋根が


なくなり急に視界が広がり、行き止まりにはガラスが行


く手を阻み、ベンヤミンの言葉が刻印されている。


　母袋俊也の《絵画のための見晴らし小屋》（1999）（図


3-34）はさまざまなフォーマットの窓で周囲の風景を遮


蔽して絵のように見せる視覚体験装置である。同時に全


体を観れば周囲の眺望の断片が、それぞれの窓に近づけ


ば絵画や写真のようにフレーミングされた風景が眼に映


る。
図3-26 ヨルゲン・ボー +ヴィルヘルム・ヴォラート


《ルイジアナ近代美術館》（1958）


図 3-23 アルヴァ・アアルト《実験住宅コエタロ》
（1953）


図 3-24 グンナール・アスプルンド《森の火葬場》
（1935-40）


図 3-25 ル・コルビュジエ《母の家》
（1923）
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図 3-30 マンシーリャ・チュノン《レオン・オーディトリウム》
（2002）


図 3-29 スティーブン・ホール《ヘルシンキ現代美術館  KIASMA》
（1998）


図 3-27 ジオ・ポンティ《ヴィラ・プランチャート》
（1960）


図 3-28 妹島和世《飯田市小笠原記念館》
（1999）


図 3-33 ダニ・カラヴァン
《パッサージュ ヴァルター・ベンヤミンへのオマージュ》（1994）


図 3-31 アンドレーア・パッラーディオ《テアトロ・オリンピコ》
（1585）


図 3-32 ジャン・ロレンツォ・ベルニーニ《スカラ・レジア》
（1666）


図 3-34 母袋俊也《絵画のための見晴らし小屋》
（1999）
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3-3　鏡面による虚像のフレーミング（VIRTUAL）


　このように今まで述べた事例は実像をフレーミングし


た手法であるが、鏡面による虚像のフレーミング事例も


手法としては重要なものと思われる。開口部越しの実像


をフレーミングするのではなく、鏡が置かれることでそ


こに虚像がフレーミングされ、空間を錯乱させる手法で


ある。


　ヴェルサイユ宮殿の《鏡の間》（1684）（図 3-35）は庭


園に面した 17 枚のアーチ形状の大窓とその反対側の壁


にはアーチ形状を転写したような形態の 17 枚の鏡を持


つ回廊である。光を巧妙に反射させ明るくするとともに、


荘厳さやきらびやかさを演出している。アン・フリード


バーグはガラス技術が向上している時代背景とともに、


仮想の窓としての鏡を以下のように述べている。


鏡は向かい側のガラス窓とあらゆる点で等しいフ


レームのなかにはめ込まれており、「盲窓」を成し


てもいた。いわば光を通し反射する左右対称の光


のアーケードだった。ヴェルサイユ宮殿の鏡は屋


外の景観の絵のような空間にフレームを与えるガ


ラス窓を鏡映しており、表象の入れ子構造となっ


ていた。この配置においては、鏡もまた空っぽの


絵のような空間をフレームにはめ込んでいる。す


なわち、それぞれの鏡に映るイメージは窓のイメー


ジとなっているのである。鏡の回廊では、鏡は鏡映


と表象の仮想の面となり、直接的な意味において


仮想の窓を形作っているのである。（アン・フリー


ドバーグ『ヴァーチャル・ウィンドウ』, 産業図書 , 


2012）


　かように、鏡面による虚像のフレーミングもフレーミ


ング手法としては重要なものと言えよう。


　妹島和世 + 西沢立衛による《古河総合公園》（1998）（図


3-36）は耐震壁をステンレス鏡面仕上とすることで風景


をフレーミングして映し出すことで、壁という重い物質


性を、その存在そのものを消そうとしている。妹島は「周


囲の山や林の風景が映り、実際に見える外の風景と、映


り込んだ風景というふたつが交わって、インテリアをつ


くります」と述べている（妹島和世『自作について』東


西アスファルト事業協同組合講演会 , 2001）。


　西沢立衛の《ウィークエンドハウス》（1998）（図


3-37）は、鏡を用いているわけではないが、中庭のガラ


スと光沢のある天井の反射と透過によって外部の緑が室


内全体に広がるような光の「虚」と「実」をフレーミン


グによって巧みに利用することで空間に変化をもたらし


図 3-35 ジュール・アルドゥアン＝マンサール
《ヴェルサイユ宮殿鏡の間》（1684）


図 3-36 妹島和世 + 西沢立衛《古河総合公園》
（1998）


図 3-37 西沢立衛《ウィークエンドハウス》
（1998）


図 3-38 千葉学《Studio 御殿山》
（2006）
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ている。


　千葉学の《Studio 御殿山》（2006）（図 3-38）は、厚み


のある開口の見込み部に鏡面が貼られることで、壁に穿


たれた開口のフレーミングとともに万華鏡のような効果


によって内外の関係がより複雑で多様な建築と環境との


関係をつくりだしている。


　ドミニク・ペローによる《APLIX FACTORY》（1999）（図


3-39）は、工場の外壁をステンレス鏡面とすることで風


景が映しこまれ、敷地と連続感ある光景をつくりだして


いる。


　ダン・グラハムによるハーフ・ミラーと鏡を用いたイ


ンスタレーションはコンセプチュアル・アートの先駆け


の一つと言えよう。インスタレーションは彼の建築への


強い興味と一体となり、1980 年代にはパヴィリオンと


いう独特の芸術スタイルへと発展した。《Two Adjacent 


Pavilions》（1981）（図 3-40）はその代表例であろう。鏡


に風景が反射して様々な風景がフレーミングされ、虚像


と実像が交錯する。


図 3-40 ダン・グラハム《Two Adjacent Pavilions》
（1981）


図 3-39 ドミニク・ペロー《APLIX FACTORY》
（1999）
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マルチ・フレーミング手法による建築空間


4-1　建築空間におけるマルチ・フレーミング手法
　3 章で系譜をまとめたように、フレーミング手法は大


きく分けて、実像に関して「穿たれた開口としてのフレー


ミング（FRAME）」と「遮蔽するフィルターとしてのフ


レーミング（FILTER）」の２つと、虚像に関して「鏡面


による虚像のフレーミング（VIRTUAL）」の１つに大分


される。設計試案を提案するにあたり、本論ではあくま


で実像としてのフレーミング手法のみを取り扱う。


　本論ではスカルパの作品のように、建築空間において


フレーミングが複数存在する空間を「マルチ・フレーミ


ング」と呼ぶ。複数のフレーミングを配置する手法をこ


こでは＜並置 juxtaposition ＞および＜重層 overlay ＞と


定義する（図 4-1）。＜並置＞とは上下左右に並列にフレー


ミングが並べられていることを指し、＜重層＞とは前後


に重なるように並べられていることを示す。3 章で提示


した作品群をフレーミングが「単数」・「複数」で分類し、


さらに「複数」の場合は＜並置＞・＜重層＞であるかに


よって、マルチ・フレーミング手法に関するマトリック


スにまとめた（図 4-6）。


　さらにそうした複数のフレーミング手法が重ね合わせ


られた事例を抽出した。《カステルヴェッキオ美術館》


（1964）（図 4-2）の第一室の南面開口は、開口部と展示


室の小部屋が上下に配される（並置）と同時に、開口部


の奥には既存建物のアーチ状外壁が重ね合わされている


（重層）、＜フレーム＞の＜並置＋重層＞の事例である。


　《谷村美術館》（1983）（図 4-3）は、視線を遮蔽しつつ


10 体の彫刻を見せるフィルターとして有機的な壁・天


井の連続によって複数のフレーミングが並置されると同


時に重層的な空間となっている＜フィルター＞の＜並置


＋重層＞の事例である。


　《森の火葬場》（1935-40）（図 4-4）は、ロッジアの屋根


が瞑想の丘の風景を遮蔽するフレーミングとなる（フィ


ルター）とともに、屋根に穿たれた孔によって空を仰ぐ


フレーミング（フレーム）となっている、＜フレーム＋


フィルター＞が＜並置＞している事例である。


　《ブリオン家墓地》（1978）（図 4-5）のパビリオンへの


通路は、壁面によってフレーミングされた（フィルター）


通路の中に、風景を見せる開口の空いたソリッドのボ


リュームが置かれている（フレーム）による、＜フレー
図 4-2 カルロ・スカルパ《カステルヴェッキオ美術館》


第一室南面開口（1964）


図 4-1 マルチ・フレーミング手法
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ム＋フィルター＞が＜重層＞している事例である。


　単一のフレーミングではその「むこう」に＜穴＞を表


象するが、複数のフレーミングが重ね合わされることで、


フレーミングによる開口空間がそれぞれ「同じ場所か異


なる場所か」という問いを観察者に促すような、時間性


を内在した空間が形成されていると言える。


図 4-3 村野藤吾《谷村美術館》
（1983）


図 4-4 グンナール・アスプルンド《森の火葬場》
（1935-40）


図 4-5 カルロ・スカルパ《ブリオン家墓地》
パビリオンへの通路（1978）
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《富久千代酒造 酒蔵改修ギャラリー》（2014）


（図 4-7 ～ 4-10）


　正方形の開口を持つ 12mm 厚の黒皮鉄板の壁によっ


て構造補強を行っており、正方形の孔のまわりに 4.5mm


厚のリブ枠材を取り付けることで耐力を上げ、面剛性を


高めている。


　開口には一部日本酒の瓶を展示しており、瓶のサイ


ズから割り出された開口寸法は 600mm × 600mm・


900mm × 900mm の二種類（それぞれ四合瓶・一升瓶


に対応）とし、展示の無い開口は約 100 年前の土壁を


フレーミングし、観測するための装置となっている。回


廊に面して正方形の開口が 10 ヶ所穿たれた＜フレーム


×並置＞の壁面といえる。


　さらに、天井面には 2 階ロフトの吹抜や間接照明・空


調吹出口をどちらも正方形の開口で統一することでサー


フェイスによる＜フレーム×並置＞の効果をさらに高め


ているといえる。


4-2　実践プロジェクトにおける試行


　設計試案《Parallax》を構成するマルチ・フレーミン


グによる建築空間モデルは、実作《富久千代酒造 酒蔵


改修ギャラリー》・《代々木の住宅》ほか２作品及びプロ


ポーザル作品での実践に基づいている。本章では、フレー


ム・フィルターとしての役割をもつフレーミングを用い


た実践プロジェクトの考察を行う。


図 4-7 黒皮鉄板と既存の土壁のコントラスト


図 4-8 ギャラリー／既存柱が建つ中に、光天井と吹抜が混在


図 4-9 ギャラリー／黒皮鉄板越しに既存の土壁が見える


図 4-10  ギャラリー／黒皮鉄板越しに酒造が見える
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《代々木の住宅》（2010）


（図 4-11 ～ 4-14）


　グリッド状に「自律的」な形式の開口をファサードに


持ち、周辺環境や内部の機能に呼応してその大きさを「他


律的」に変形している。具体的には、隣家の緑や道路軸


への視線の抜けといった内から外への視点やリビング・


寝室といったそれぞれの居室の求めうる光環境、あるい


は非常用代替進入口の規定サイズなどに対応している。


　全ての居室においてアイレベルに開口部の中心が来る


ように連続させ、枠の納まりをフレームレスに近づける


ことで、狭小ながらも視線が内外に抜ける圧迫感の無い


空間となっている。東京の風景を切り取る、すなわち壁


に穴が開いただけのように見せるよう、木製サッシを用


いて窓枠やブラインド・網戸を隠蔽し、外部には 15mm


幅のアルミフレームの枠のみが現れるシンプルな納ま


りとしている。これはグリッド状に開口の配されたサー


フェイスによる＜フレーム×並置＞の外壁といえる。


　また、光の充填する三層吹抜の階段空間の廻りに各階


の居室は配され、吹抜に設けられた開口から各居室へ光


を取り入れると同時に居室同士を視線で繋ぐ役割を果た


しているが、これは階段空間からは開口が二重にオー


バーレイするサーフェイスによる＜フレーム×重層＞の


一例といえよう。


図 4-11  環境や機能によりスケールを変えている正方形開口


図 4-12  居室の開口越しに光を取り込む


図 4-13  居室の開口からさまざまな景色を切り取る


図 4-14  ホールから居室越しに外まで見通す
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《高円寺の集合住宅》　（2015）


（図 4-15 ～ 4-16）


　ワンルーム 9 戸の賃貸集合住宅である。建物の真ん中


に階段を配し、各階の共用廊下は眺望の良い西側への視


線が抜けるようにすることで、どの住戸も光環境の良い


角部屋となるよう計画している。各住戸のテラスは外壁


面から奥まらせた位置に設け、各住戸の掃き出し窓とサ


イズの異なる手摺を兼ねた正方形の開口を外壁面に設け


ることで、グリッド状に正方形開口の配されたサーフェ


イスによる＜フレーム×並置＞の外壁としている。住戸


の掃き出し窓の納まりを意識的にフレームとなるよう計


画できれば、テラス開口と重ね合わせたサーフェイスに


よる＜フレーム×重層＞の効果も期待できたであろう。


　共用廊下の開口も各住戸と合わせて正方形の開口を設


けるとともに、エントランスも外壁面から掘削したよう


な造形とすることで全体の統一を図っている。法規上の


規制から生まれた共用廊下の開口ではあるが、結果的に


対面に建つ中層集合住宅の連続するテラスの断片を切り


取るサーフェイスによるフィルターとしてのフレーミン


グ効果が生まれ、敷地環境を再認識する役割を果たして


いる。


《世田谷の住宅》　（2003）


（図 4-17 ～ 4-18）


　通常よりも広いパース平面の廊下を設けることで、視


覚的効果によって広がりを感じられるとともに、より自


由で住み手の想像力を喚起する空間としている。この廊


下は庭の緑を切り取るフィルターとしてのフレーミング


の役割も果たしている。


　複数の消失点のある空間が重ね合わされることで、遮


蔽するフィルターとしてのサーフェイスによる＜フレー


ム×並置＞が生み出されている。


図 4-15  各住戸のテラスと共用廊下の開口がグリッド状に並ぶ


図 4-16  共用廊下の開口から対面の風景を切り取る


図 4-17 正面の風景を切り取るパース状のエントランス


図 4-18  テラス・居室の複数の開口が風景を切り取る
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《五ケ山ダム水源地域建築物》プロポーザル（2016）


　　　（図 4-21 ～ 4-23）


　ダム湖や山並みといった眺望の良い敷地に建つ観光拠


点であり、そうした大らかなランドスケープと建築が連


続したかたちを提案している。内部から視線を遮るもの


を見せないように閉じたコアを配し、視線を制御するこ


とで印象的な光景となるように風景のフレーミングを


行っている。


　コアを矩形ではなく、視線を誘導するように変形させ


ることで、遮蔽するフィルターとしてのソリッドな＜


フィルター×並置＞による計画である。


　以上の実践プロジェクトにおけるフレーミング要素を


抽出し、ドローイングとモデルで再構成し統合したもの


が、4-3 の設計試案《Parallax》である。


《武蔵境新公共施設》プロポーザル（2004）


　　　（図 4-19 ～ 4-20）


　敷地周辺の公園からは各階が見通せるように、並木に


対しては木立を内部に引き込むように空間を開くといっ


た空間の構えを提案している。なかでも建築を縱橫に切


り裂くスリットは、向かいのビルを遮りつつ梢や空を


見通すことができるように計画するなど、ソリッドボ


リュームから塊をえぐり取るような立体的な操作によっ


て視線の見通しや抜けを確保している。


　これは遮蔽するフィルターとしてのソリッドなボ


リュームによる＜フィルター×並置＞モデルといえよ


う。


図 4-19 縱橫に切り裂くスリットで視線の見通しや抜けを確保


図 4-20 ソリッドから塊をえぐり取るような立体的操作


図 4-21 ダム湖の風景と連続するようなかたち


図 4-22 中央のコアで風景をフレーミング


図 4-23 駐車場側から建物越しに風景を切り取る
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4-3　設計試案《Parallax》


　「Parallax（視差）」とは「一つの物体を見たときの見


る位置の違いによる僅かなズレ」と定義される。


　設計試案《Parallax》は、絵画的手法を取り入れたマ


ルチ・フレーミング手法による建築空間モデルとして提


案たものである（図 4-24）。＜フレーム×並置＞・＜フ


レーム×重層＞・＜フィルター×並置＞・＜フィルター


×重層＞というマトリックスに対応する 4 つのモデル


によってそれぞれの手法を明らかにしている（図 4-25 ～


27）。さらに、4-1 でまとめた「マルチ・フレーミング


に関するマトリックス」（図 4-6）を元に、＜フレーム＞・


＜フィルター＞といったフレーミング手法と、＜並置 


juxtaposition ＞・＜重層 overlay ＞といった複数のフレー


ミングによるマルチ・フレーミング手法の 4 つの要素が


重なり合う構成の複合的な建築モデルである（図 4-28 ～


30）。


　モデルは、平面的に任意の点に収束する壁によって大・


中・小の大きさに分節された空間を所与とする。また、


いくつかのマテリアルによってそれぞれの空間の差異を


表現しているが、この建築モデルは機能が高複合した建


築など様々なスケールや規模に対応可能であると考えて


いる。


× ×


× ×
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フ
ィ
ル
タ
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フ
レ
ー
ミ
ン
グ
　FILTER


図 4-24 ４つのマルチ・フレーミング手法
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図 4-25 左から＜フレーム×並置＞・＜フレーム×重層＞・＜フィルター×並置＞・＜フィルター×重層＞モデル


図 4-26 左から＜フレーム×並置＞・＜フレーム×重層＞・＜フィルター×並置＞・＜フィルター×重層＞モデル


図 4-27 左から＜フィルター×重層＞・＜フィルター×並置＞・＜フレーム×重層＞・＜フレーム×並置＞モデル
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５　結論







結論


　本論で掲げたマルチ・フレーミングとは、複数のフレー


ミングを建築空間に重ね合わせることで、フレーミング


による開口空間がそれぞれ「同じ場所か異なる場所か」


という問いを観察者に促すような装置としての役割を果


たし、観察者の「時間」を即物的にデザインできる可能


性があると考える。


　本論ではまず、イメージ史におけるフレーミング手法


の系譜をまとめた。近代の視覚文化の一つである単一の


消失点を持つ遠近法ではない、17 世紀オランダ絵画に


おける複数のフレーミングは観察者の視線を誘導する役


割を果たすなど、マルチ・フレーミングの効果を確認し


た。


　次に、建築空間におけるフレーミング手法の系譜を


まとめた。フレーミング手法は大きく分けて「穿たれ


た開口（フレーム）としてのフレーミング」と「遮蔽


するフィルターとしてのフレーミング」の２つに大分


される。マルチ・フレーミング手法としては、「並置＜


juxtaposition ＞」および「重層＜ overlay ＞」に分類し、


マルチ・フレーミングに関するマトリックスにまとめた。


　そして、＜フレーム＞・＜フィルター＞といったフレー


ミング手法と、＜並置 juxtaposition ＞・＜重層 overlay


＞といった複数のフレーミングによる 4 つの要素が複合


的に重なり合う、過去の系譜には見ることができない構


成のより複合的な建築モデルとして設計試案《Parallax》


を提示した。


　この実践に基づく一論考は、ピクチャレスク建築に代


表されるような一つの視点でコントロールされた近代建


築によって捨象された「時間」をいかに建築空間に内包


するか、という大きな命題とも言え、究極的には写真と


いう静止画メディアでは捉えられない建築の在り方を探


りたい。マルチ・フレーミングという複数のフレーミン


グを重ね合わせた絵画的手法を取り入れた建築空間モデ


ルを提案することで、一つの空間に複数の視点が織り込


まれたクロノトポス的な空間の可能性を提示するもので


ある。


※クロノトポス：ロシアの哲学者ミハイル・バフチンの概念で、


「物語などにおける時間と空間の組み合わせ」を表す
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６　作品収録







神流町中里合同庁舎＋神流町立中里中学校体育館


群馬県多野郡神流町


2001-04


日本建築学会作品選集 2006


（指導教授と共作）


　2000年 12月に 2段階公募型設計プロポーザルにより設計者に選定された「中里


村新庁舎」は、工事中に急遽町村合併が成立し、その後 2003年 4月には新しく神


流町の中里合同庁舎として開館した。様々なサイズや性格をもった空間が折り重なっ


たキューブを全体構成とし、様々な機能に対応する柔軟性をもった建築の骨格を用


意している。


　合併に伴って種々の施設の統廃合が検討され、小学校は合併先の万場町へ、中学


校はこの中里に統合されることとなったが、古い体育館は老朽化も激しく狭隘であっ


たため、庁舎に引き続き設計を委託された。新体育館には対面する新庁舎との複合


利用が期待され、各種スポーツのほか映画上映や集会など多目的な住民利用にも対


応可能な空間を提案している。屋根・天井・内壁などに三寸角の地場産杉材を多用


することで地域産業振興に貢献し、新しい木材使用方法による目に優しく、居心地


のよい木質空間を作りあげた。


　庁舎の建つ一画は、谷と谷が合流し街道が交わる、中里の「へそ」のような場所


であり、民家のほか、公民館や健康センター・学校などが集まっている。いわば「地


形の交差点」に建つ双方の建物から互いを眺めることができ、その重層によって他


方の建築を自らの一部に取り込んで見えるように計画した。箱状の空間の中に箱が


入り、さらにそこにもうひとつ外部から箱が入り込む。一方この軸に直交して眺め


れば、谷に沿った山々の姿が壁越しに透けて見える。建物の内部にいる人びとが、


自然に今自分のいる場所や方角を周辺の地形の中で意識することができるだろう。
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平均地盤面


軒　高


2225 2575 2400 2575
12000 40004000


D C B A


2225
2425


パラ天
鉄骨天端


4F天井1


3F天井1


4FL


2F天井1


1F天井1


3FL


2FL


1FL


吊床底


GL


鉄骨天端


鉄骨天端


鉄骨天端


4F天井2


3F天井2


2F天井2


1F天井2


ブリッジ底


屋外機置場コン天


最高高さ


平均地盤面


軒　高


健康増進管理センター


ブリッジ3Sブリッジ3N


第一研修室


外部階段


キッチン


インフォメーション
スペース


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


倉庫2（AV調整室）


健康増進管理センター


1112.5 4887.5 4887.5 1112.5


EVホール


女子便所


EVホール


大研修室


ホール


休憩スペース


150015001000 1500 1500 1000


シート防水（塩化ビニル系樹脂シート+クロスシート）
発泡ポリスチレンボード t=35


トップライト（ハッチタイプ片側開閉方式）


手スリ：FB12x50 フッ素樹脂塗装


踏面・蹴上：st PL t=4.5　パンチング加工 M


外壁：繊維混入パーライトセメント板
　　　フッ素樹脂塗装


手スリ：st PL t=3.2 フッ素樹脂


床：アッシュフローリング t=15 AEP


本棚：ゴム集成材 t=20


階段B：ナラフローリング t=30 染色拭取


手摺：SUS □32角棒


床：アッシュフローリング t=15 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：ビニル床タイル t=2


床：せっき質タイル□100 床：ビニル床タイル t=2


壁：PB t=12.5+9.5 AEP
天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：タイルカーペット t=7


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：タイルカーペット t=7


天井：岩綿吸音板 t=12.5
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：タイルカーペット t=10


天井：アルミパンチングメタル


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：透水性インターロッキングブロック


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：タイルカーペット t=7


手摺：SUS □32角棒


本棚：ゴム集成材 t=20


笠木Al t=2　アルマイト仕上 軒樋：SUS t=2 笠木Al t=2　アルマイト仕上軒樋：SUS t=2


木スクリーン：スプルス集成材 t=30 AEP拭取CL


床：ビニル床タイル t=2


手摺：SUS □32角棒


強化ガラスt=12 飛散防止フィルム貼


網入ガラス
網入ガラス


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


階段B廊下3E


外壁：押出成型セメント板　フッ素樹脂塗装


5610


2500


1000 1000200 200


2475 300 2475


手摺：SUS □32角棒


強化ガラスt=12 飛散防止フィルム貼


階段裏：st PL フッ素樹脂塗装
本棚：ゴム集成材 t=20


手摺：SUS □32角棒


外壁：押出成型セメント板　フッ素樹脂塗装


柱：st PL フッ素樹脂塗装


倉庫2E


階段B


女子便所
倉庫1E


外壁：アルミスパンドレル


手摺：FB-6×44 MIO


外壁：繊維混入パーライトセメント板　フッ素樹脂塗装


デッキ：イペ床：アッシュフローリング t=15 AEP


階段B：ナラフローリング t=30 染色拭取


手摺：SUS □32


手摺：SUS □32
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：ビニル床タイル t=2
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：せっき質タイル□100


天井：岩綿吸音板 t=12.5


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：タイルカーペット t=7


天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：ビニル床タイル t=2
壁：PB t=12.5+9.5 AEP


強化ガラスt=12 飛散防止フィルム貼


強化ガラスt=12 飛散防止フィルム貼


強化ガラスt=12 飛散防止フィルム貼


天井：岩綿吸音板 t=12.5


床：タイルカーペット t=7


外壁：アルミスパンドレル


外壁：繊維混入パーライトセメント板
フッ素樹脂塗装


網入ガラス


デッキ：イペ


空調用ガラリ


階段裏：st PL フッ素樹脂塗装
天井：岩綿吸音板 t=12.5


階段B：ナラフローリング t=30 染色拭取


壁：PB t=12.5+9.5 AEP


床：ビニル床タイル t=2


笠木Al t=2　アルマイト仕上笠木Al t=2　アルマイト仕上 軒樋：SUS t=2 軒樋：SUS t=2シート防水（塩化ビニル系樹脂シート+クロスシート）
発泡ポリスチレンボード t=35


雑排水層 雨水貯水層 排水ピット


屋外機置場


手摺：SUS □32


外壁：繊維混入パーライトセメント板
　　　フッ素樹脂塗装
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2 243 5 6
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神流町立
中里中学校体育館


平面図
S.1/300
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1FL（GL+450)


ステンレス防水　t=0.4
アスファルトルーフィング　t=1.0
耐火野地板　t=18


1200


785


385


60 85
170 125
110


40


40


1190


850 340


床下換気口ガラリ200φ
（SUS防虫網付き）


軒裏：スギ連結材t=55 SP


FBf:FB-25×100


ALパンチングメタル t=3


鼻隠し：堅木 SP


鉄骨上端
軒　　高


拝み倒し部：アルゴン溶接


スギ85×85 SP


サッシュカバー：AL t=2


防虫網


FB-16×200×415


L-90×90×6


束＠600


L-65×65×6 吊り材：FB-65×6＠700


スギ-45×60＠700


米栂　ｔ=30


防球ネット（白色）


ブレース:HTB M19 羽子板PL-9


スギ85×85 @170  SP


遮光電動カーテン
日除け電動カーテン


縦樋 ：VP216.3φ
　　　ガラスクロス（黒）防露巻


床見切り：タモ集成材70×26.2


木ルーバー扉　スプルス45×60＠90　SP　
四方枠 L-50×50×6


アリーナ天井（1FL+10000）


1FL+2707.5
st-PL t=6


H-550×200フランジ端部


室内室外


押出成形セメント板　t=60 FUE塗装


連結材スギ85×85　SP


L-65×65×6


木材連結ボルト M12 連結材スギ85×85　S


CT-45×75×5 


L-125×90×7


グラスウール32Kg


H-800×200×12×25


L-75×75×6


FB-9×75


木材連結ボルト M12


L-65×65×6


CT鋼　74×100×6×9＠2000
SOP


サッシュカバー：AL t=2


神流町立
中里中学校体育館


矩形図
S.1/25
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富久千代酒造 酒蔵改修ギャラリー


佐賀県鹿島市


2014


日本建築学会 作品選集 2017
日本建築学会 作品選集 2017 新人賞
日本建築家協会 JIA優秀建築選 2015


日本建築美術工芸協会 AACA 芦原義信賞＜新人賞 2016
日本建築士会連合会賞 優秀賞 2016


グッドデザイン賞 2016
日本建築学会 九州建築選 2015佳作


日本インテリアデザイナー協会 JID AWARD 2016大賞
SDレビュー 2014入選


アイカ施工例コンテスト 2015 最優秀賞


新建築 2015年 9月号 掲載


富
久
千
代
酒
造


 酒
蔵
改
修
ギ
ャ
ラ
リ
ー


　本計画は登録有形文化財の旧精米所（1921年竣工）を来訪者の試飲や酒造り展示


のできるギャラリーに改修したものである。登録有形文化財であるため、基本的に


外観や形状の変更はできず、外壁を焼杉によって修景している。旧精米所の建物は


長らく倉庫となっており、隣の設備棟に構造的にもたれかかって傾いている状態で


あった。計画では、屋根の軽量化と共に曳き起こしにより傾きを修正し、梁の下に


新たに鉄板を挿入することで構造補強している。12mm厚の黒皮鉄板の壁は、正方


形の孔の周りに 4.5mm厚のリブ枠材を取り付けることで耐力を上げると同時に、一


升瓶や四合瓶を展示する什器となっている。構造がそのまま仕上げになる鉄板壁は、


磁石を利用した什器として使うことで将来の展示計画への対応も考えている。 


　計画にあたり、一般的な古民家改修に見られるような柱梁の接合部を補強する方


法ではなく、構造補強の鉄板を内側にオフセットして挿入することで、内壁の 94年


前の土壁はできる限りそのまま残そうと考えた。それは時間の堆積した土壁という


重厚なマテリアルに対して、古色塗りでカモフラージュした木材のような構造補強


のための表層的なマテリアルを衝突させることに違和感があったからである。そう


したマテリアルに内在する時差を承知しつつ、あえて鉄板を用いたのは、黒皮鉄板


にも土壁の持つエイジングと同質の錆びゆく美学があると感じた所以である。


　私たちはアルベルティからwindowsに至るまで、フレームのなかに見たものによっ


て世界を知る（『ヴァーチャル・ウィンドウ』2012年、産業図書）。鉄板壁に穿たれ


た正方形の孔は、いわばそうした 94年前の得も言われぬ土壁をフレーミングし、観


測するための装置（observation device）となる。ギャラリー内部の展示物を観るこ


とはもちろんのこと、正方形の孔を通じてこの建築を観る、という複数の視点を同


時に得ることもまたこの計画の重要なテーマのひとつであった。


　全体の計画を通じて、古くから残る建築の祖形を際立たせつつ敢えて新しい要素


を入れることで、所与の空間や古いものがさらによく見えるような「建築的介入」


（Architectural Interventions）の思考を常に意識している。
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20,308
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7,427 12,881


▲


▲


▲


キッチン


倉庫2


倉庫1 ギャラリー2 ギャラリー1


エントランス


ブリッジ


ブリッジ倉庫1 ギャラリー2 ギャラリー1


ロフト


回廊


WC WC


水路


回廊


エントランス


N


ギャラリー（F）平面　縮尺1/200


ギャラリー（F）断面　縮尺1/200


40 65 65 40
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C.ABOLT
＠900mm


コーチボルト
M12×2本PL


t=6mm


PL 
t=6mm


現場溶接


既存梁


不陸調整用
挟み板


St PL t=12mm
黒皮鉄板クリア仕上げ


▼1F FL
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ギャラリー1 WC回廊


手摺：
St FB-12×50mm 黒皮鉄クリア仕上げ


ロフト


鉄板壁：
St PL t=12mm 黒皮鉄板クリア仕上げ


FLOS LIGHTLIGHT
WALL-SHOP /TUBE


床：
スギ板貼り ベンガラ＋柿渋仕上げ


壁：
土壁（既存）


天井：
杉皮貼り（割竹押え）


床：
墨入りモルタル金鏝クリア仕上げ


回廊


屋根：
粘土瓦葺き


外壁：
焼杉貼り


▼軒高


壁・天井：
窯業系ボード t=12mm
水性アクリル樹脂塗材


▼最高の高さ


▼2FL＋2,765


▼1FL±0


▼1FL-200


beam


plate


steel wall


wall


st PL t=12m/m


構造概念アクソノメトリック


構造解析図／開口枠無し（左）に比べて開口枠有り（右）はたわみが緩和する


st PL のみ [ リブ無し ] st PL [+ リブ 120mm]


構造補強概念図


▲


鋼材による構造補強
登録有形文化財の旧精米所はひどく痛み、
大きく傾いていた。工事完了後は多くの
来館者が建物を訪れることが想定された
ため、施設全体の耐震改修も考えたが文
化財として現状の意匠を残した有効な改
修案は工期的にも予算的にも厳しかった。
結果、ここでは地震など万一の際の避難
用シェルターを鋼板を用いて建物内部に
構成することを提案した。建て方や制
作条件より割り出された理想の板厚は
12mm。しかしそのままではシェルター
としての強度を確保できないため、展示
用に複数設けられた開口部回りに座屈補
強を兼ねた 4.5mm 鋼板の開口枠を取り付
け、要求される強度を確保した。落下す
る木梁を壁上部で確実にキャッチするた
め、壁上部にはコの字の受けプレートを
設置した。（森部康司）


断面図　S.1/50


既存梁鋼板詳細
S.1/20


断面図　S.1/200


1F平面図　S.1/200
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 A 母屋｜ショールーム改修  B 母屋｜外観修景・オフィス改修


 C 米倉庫｜新築


 D 1号蔵｜ミーティングスペース改修


 E 1号蔵｜ラウンジ改修


 F 旧精米所｜ギャラリー改修 [本計画]


 G 1号蔵｜ミーティングスペース改修 [予定]


 H 外構｜修景 [予定]


 I オフィス棟｜改修 [予定]


改修タイムライン


B｜母屋外観修景（2013）


B｜母屋オフィス改修（2013）


D｜ 1号蔵ミーティングスペース改修（2013）


A｜母屋ショールーム改修（2012）


C｜米倉庫新築（2013）


E｜１号蔵ラウンジ改修（2014）


全体模型


1号蔵


2号蔵


醸造棟


母屋


設備棟


ギャラリー


米倉庫


麹室
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YNH｜代々木の住宅


東京都渋谷区


2009-10


新建築住宅特集 2012 年 5 月号 掲載
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H
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代


々
木


の
住


宅


　東京都心部の幹線道路と都市公園に囲まれた閑静な住宅街に建つ狭小住宅である。


建主の要望は、主に「大田道灌が『砦』としていたその土地の歴史性という時間軸


との連続性」や「二つの丘陵地に挟まれた谷戸の大きなランドスケープの中で近隣


住宅とお互いに借景できるような建築のありよう」という点から自由に想起してほ


しい、というものであった。敷地は北・西が道路で南・東が隣家に近接しているため、


生活空間を担保するためにはまずは光の取り入れ方が大きなテーマとなった。


　『砦』のイメージから類推して計画した、スコットランド「Scotish Tower-House


（城館）」のような三層の吹抜階段空間が南からの光の充填する「光の筒」のような


役割を担っている。住宅の中の広場のような「光の筒」を中心に各階の居室は配され、


吹抜に設けられた開口部によって居室同士を視線で繋ぐ役割を果たしている。


　グリッド状に連続する「自律的」な形式の開口部をファサードに持ち、周辺環境


や内部の機能に呼応してその大きさを「他律的」に変形している。具体的には、隣


家の緑や道路軸への視線の抜けといった内から外への視点やリビング・寝室といっ


たそれぞれの居室の求めうる光環境、あるいは非常用代替進入口の規定サイズなど


に対応している。居室は別の機能にも交換可能性を持つ仕様とし、生活や居住者の


変化にも対応可能なフレキシビリティを担保している。全ての居室においてアイレ


ベルに開口部の中心が来るように連続させ、枠の納まりをフレームレスに近づける


ことで、狭小ながらも視線が内外に抜ける圧迫感の無い空間となった。東京の風景


を切り取る、すなわち壁に穴が開いただけのように見せるよう、木製サッシを用い


て窓枠やブラインド・網戸を隠蔽し、外部には 15mm幅のアルミフレームの枠のみ


が現れるシンプルな納まりとした。


　コンテクストを考える上で、新陳代謝の早い日本の住宅街において拠り所となる


のは周辺の建築の形態や開口部の位置よりも、ロングスパンで変化の少ない土木ス


ケールの道路の持つ質感や色だと考え、それらから連続して生まれたざらざらとし


た質感の『砦』のような「自律的∩
かつ


他律的」な量塊を目指した。


81


６　作品収録







YN
H


｜
代


々
木


の
住


宅


82


６　作品収録







YN
H
｜
代
々
木
の
住
宅


配置図　S. 1/1,500 1 階平面図　S. 1/100


2 階平面図　S. 1/100


3 階平面図　S. 1/100
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KNH｜高円寺の集合住宅


東京都杉並区


2014-15


KN
H
｜
高
円
寺
の
集
合
住
宅


東京都杉並区高円寺の住宅地に建つ 9戸の賃貸集合住宅である。敷地周辺は地区計


画区域内であるため、壁面後退距離 1.5mや最大高さ 10m以下という制限とともに


幅 8mの地区計画道路に面していることもあって、ゆったりとした住宅地を形成し


ている。建物は日影規制や斜線制限などと併せて導き出された最大ボリュームとし、


道路からは道路側の西面のみならず南面・北面もよく見えるためコンクリートを黒


く染色した落ち着いた外観としている。


平面計画は、道路側中央付近をエントランスとし、建物の真ん中に階段を配している。


トップライトからの光が溢れる階段から続く共用廊下は眺望の良い西側への視線が


抜けるように配し、どの住戸も光環境の良い角部屋となるよう計画している。各住


戸のテラスは外壁面から奥まらせた位置に設け、それぞれ狭いながらもインティメー


トな住空間をつくり出している。


また、1Fの南西角住戸はオーナー利用のための SOHOとし、北西角住戸には自転車


などを直接持ち込めるインナーテラスを、南東角住戸にはテラスから続くガーデン


を設けるなど、条件の不利になりがちな 1Fにはそれぞれ有利な条件となるような設


えを併設している。
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HH｜世田谷の住宅


東京都世田谷区


2002-03
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東京・世田谷の閑静な住宅地に建つ住宅。将来の多様な使い方の変化に対応できる


よう、様々な大きさの空間を設えている。通常よりも広い廊下とすることで、通常


居室に置かれるべき本棚や椅子が置かれたより自由で住み手の想像力を喚起する空


間を設けている。外壁やサッシュをシンプルな焦げ茶色に統一することで、移りゆ


く光や木の影・庭に繁る緑が映える暖かみのあるキューブをつくりだしている。
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武蔵境新公共施設


東京都武蔵野市


2003-04


武蔵境新公共施設　設計プロポーザル作品（上位 5選）


（指導教授と共作）


武
蔵
境
新
公
共
施
設
　
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
品
（
上
位
5
選
）


　この建築を訪れる多くの人々が、互いに触発しあい、多様な市民活動が錯綜して


相乗的に新しい武蔵野の文化を紡ぎ出すための、真に未来的な公共施設は、細分化


されたパーツの集合体ではなく、館全体として有機的に機能する「動的な建築」と


考えます。都市文化と自然環境をむすぶ絶好の立地を得て、電子情報が飛び交う中、


人間が人間に出会い、人間が昨日まで知らなかった自分に出会う「実の空間」を創


ります。


　将来の様々な利用形態に対し、この建築は融通無碍なる “空箱 ” を信条とします。


しかし、決して無色透明の豆腐のような建築ではありません。人々の活動に快適な


空間を提供するために、まず、この敷地に適格なザックリとした空間の構えを造り


ます。北側公園からは館内の各階が見通せるように、イチョウ並木に対しては大き


くその木立を館内に引き込むように空間を開きます。東と南は車道の干渉を避けて


下層階をやや閉鎖的に、上層階では採光のためにむしろ開放的に扱います。


　建築を縦横に切裂くスリットは、外からは内部を、館内からは周囲を見渡すため


の空間です。向いのビルをさりげなく遮りつつ梢や空を見通すこともできます。ど


こからでも公園や並木の緑を見下ろし、射し込む光も日時計のように変化します。“抜


け ” に沿って他の階の活動が融合し、お互いを見聞きすることができます。建築内


外全体に大らかな「見え隠れ」の関係が生まれます。


（プロポーザルシートより）
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五ケ山ダム水源地域建築物


福岡県筑紫郡那珂川町


2016-18


五ケ山ダム水源地域建築物 基本・実施設計者選定プロポーザル作品（最優秀賞受賞）
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（


最
優


秀
賞


受
賞


）


　周辺には背振山・蛤岳・一ノ岳・九千部山などの自然や那珂川町の歴史文化といっ


た地域の誇りとなる宝があると感じます。私たちは単に建築（モノ）だけでなく、


人びとの活動（コト）を支える居場所（トキ）としての＜豊かな地域資源や人びと


とつながる交流のハブ＞のような観光拠点をつくりたいと考えます。


　私たちはたびたび敷地周辺を訪れ、その場所の雰囲気を体感しました。新しくで


きる観光拠点は脊振山系の山並みと呼応し、周囲の景観と調和するデザインが必要


だと感じました。そのために敷地形状をオフセットしたようなボリュームの建築と


し、緩やかな階段によって駐車場から屋上のジグザグテラスにスムーズに繋がる建


築を提案します。公園に独立して建築が置かれるのではなく、山岳地域に建つ山小


屋のようにランドスケープと建築が連続したかたちをつくります。また、本館・東屋・


トイレを合わせて一棟として整備することでランドスケープから連続した一体感の


ある風景となります。


　一方で、観光拠点は五ケ山地域を訪れる人たちへの視認性が必要です。周辺のラ


ンドスケープから連続した形態の建築でありつつも、容易にそれと分かる印象的な


イメージが必要だと考えます。殊更に主張した建築の形態をつくるのではなく、あ


くまで建築は周辺の風景と調和するものとしながらも駐車場から見ると切妻形状の


屋根を変形させた集落をイメージするような特徴的な形態や素材とすることで山岳


地域に建つ山小屋のように視認性の高い建築を提案します。


　敷地南側には眺望の良いダム湖があり、南東側にはダム管理所・付属施設などが


配されますが、視線を遮るものを内部から見せないような開口部のデザインによっ


て風景をフレーミングするような内部空間をつくります。中央のコア部分を挟んで


南側・南東側それぞれ風景に応じて視線を制御するフレームを通じて、この場所な


らではの印象的な光景をつくりだすことができると考えます。


（プロポーザルシートより）
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天神・因幡町通り地下通路


福岡県福岡市中央区天神


2015-19


天神 1 丁目南地区 因幡町通り地下通路 内装設計業務委託プロポーザル作品（最優秀賞受賞）
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　私たちは因幡町通り地下通路を木格子によって全体を包み込み、人びとがいきい


きと行き交う日本的で暖かみのある木質空間にしたいと考えています。「Hopscotch」


とは「けんけんぱ」の意ですが、天井に穿たれたサークルライトと床に照射された


アクセントライトによって、飛び石のような空間を演出します。大中小さまざまな


大きさの円の連続は、地下通路にリズムやアクセントをもたらし、人びとの歩くス


ピードをコントロールすることでストリートの長さを軽減します。円というモチー


フは天神駅シンボルマークである梅の花（天神様＜菅原道真＞を意味）を想起させ、


地域の歴史との連関を感じさせます。


　地下通路では外の風景が見えないためにどちらの方向を向いて歩いているか分か


りにくいことがあります。本提案では、例えば天神駅から星の広場へは「黒」、星の


広場から天神駅へは「白」のように天井のサークル状の木格子に着色することで方


向性を示します。柱に座標のような番号（00-14）を振ったり、床に目盛を象嵌する


などグラフィックデザイナーとともに明瞭なサイン計画を練ることで視認性を高め、


例えば「白・04 柱付近で待合」といったことも可能となります。サウンド


スケープデザイナーとともに柱毎の環境音を演出するなど場所性の演出も考えたい


と思います。ファーニチャーデザイナーとも協同することで、「subway_square」や


「circle_square」などそれぞれの場所に適した木のストリートファーニチャーを配し


ます。これらのデザインは地下通路のみならず、地下鉄コンコースや星の広場・L型


地下通路などにも一部連続させることで一体感を演出します。


（プロポーザルシートより）
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KFH｜鹿島のゲストハウス


佐賀県鹿島市


2015-18


KF
H


｜
鹿


島
の


ゲ
ス


ト
ハ


ウ
ス


　佐賀県鹿島市「肥前浜宿」は、有明海に注ぐ川港につくられた古い草葺町家の町


並みが残る在郷町で、江戸時代から醸造町として栄えてきた。本計画はこのエリア


の伝統的建造物・町家 改修プロジェクトである。建物は江戸時代後期の 1780 年代


竣工で、佐賀独特のくど造りの「ユ」の字型屋根形状をもつ地域最大の草葺建築で


ある。現在は瓦葺屋根・窯業系パネル外壁による空き家の状態であり、計画では草


葺屋根・外壁を当時の姿へ修景し、内部をゲストハウスとレストランに改修する。


　佐賀の民家建築の特徴は、平面構成と屋根形状が無関係に組み合わされているこ


とである。それは地域の木材流通事情によって梁間が 3 間程度の木材の組み合わせ


でしか屋根架構 がつくれなかったことに事由する。平面は一般的な民家のように土


間と室を組み合わせた形式ではあるが、屋根は短い架構を使いつつ空間の広がりを


もたらすように棟を L 字・U 字 ・ロ字に曲げた「角屋」という独特の形式となっていっ


たのである。


　本計画ではそのような独特の屋根形状のスケール感を維持しつつ、宿泊室・レス


トラン・ オフィスといった厚い壁・屋根に囲まれた 4 つのボリュームを配することで、


道路・中庭・ 水路といった外部環境を引きこむような中間領域を内部に創出している。


ここでの主題は、 柱・梁といったエレメントの集合による日本の伝統的建造物に対し、


床・壁・天井がシームレスにつながるくりぬき型のボリュームを挿入するといった、


「建築的介入」(Architectural Interventions) である。


123


６　作品収録







KF
H


｜
鹿


島
の


ゲ
ス


ト
ハ


ウ
ス


124


６　作品収録







KF
H
｜
鹿
島
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス


125


６　作品収録







KF
H
｜
鹿
島
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス


126


６　作品収録







KF
H
｜
鹿
島
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス


127


６　作品収録







M
AG


｜
美


々
津


の
ゲ


ス
ト


ハ
ウ


ス


MAG｜美々津のゲストハウス


宮崎県日向市


2016-17


　宮崎県日向市・耳川河口の美々津港は江戸時代は高鍋藩の上方交易港、明治・大


正時代は入郷地帯を後背圏とする物資の移出入港となり、美々津はその港町として


栄えた。当時の建物や敷地割が残り、商家・水運業者の家・漁家が連なり、重要伝


統的建造物群保存地区として選定されている。美々津の町並は、京都や大阪の町家


造りを取り入れたものとして注目され、 今なお当時の面影を残している。本計画はそ


のなかでも最も古い 1833 年竣工の旧矢野家住宅をゲストハウスに改修するプロジェ


クトである。


　計画では旧矢野家住宅はかつて既に改修されているため補修にとどめ、隣地に元


の建物の形状や素材を引継ぎながらも増築する。元々庭があったため、その庭を増


築棟で挟んだ中庭とし、内部にも光の入る明るい空間を計画している。敷地の三方


が道路に囲まれているが、長手方向は道幅の狭い道路となっており、宿泊客や管理


用の 2 台分の駐車スペースを避ける形での増築としている。車の軌跡を避けるよう


に柔らかい曲面で覆われた 1 階形状とし、屋根は増築部にも既存の瓦葺きが連続し


た一体感のある計画である。また、内部空間には美々津の赤土を用いている。
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福智町立図書館・歴史資料館


福岡県田川郡福智町


2015


福智町立図書館・歴史資料館設計業務者選定プロポーザル作品（優秀賞受賞）
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　私たちは、自然と歴史文化のような豊かな地域資源とつながっていくことができ


るような場をつくりたいと考えています。そこを起点にまちへと拡張する「福智町


のリビング」のような場所です。それは「屋根のかかった広場」のような場所、あ


るいは家でも職場学校でもない、心地の良い第三の場所「サードプレイス」です。


　エントランスには人びとが気軽に訪れることのできる半屋外広場をつくります。


エントランスを全開放できる大型折戸に改修することで、内外を分けてしまうので


はなく建物内部から半屋外広場・公園へ連続的につなげ、ときには内外を一体的に


利用した演奏会などのイベントのできる空間にします。図書館を目的とする人もそ


うでない人も、気軽に立ち寄れる半屋外空間は、まちと関わる「フック（＝きっか


けのスペース）」と言えます。既存のエントランスの町民ホールは吹抜空間をそのま


ま活かして人びとの交流する「バザール」として活用します。「バザール」に面して


7ヶ所の「キオスク」を設けます。それぞれ＜観光案内＞＜コンシェルジュカウンター


＞＜子どもコンシェルジュカウンター＞＜カフェ＞＜市民活動スペース＞＜支所窓


口＞＜ギャラリー＞といった機能が市場の商店のように並びます。


　1階の北側は「静」の空間とし、歴史資料館として文化財展示やそれに関する書籍


などの図書・情報のエリアとします。中央のバザールを挟んで、南側は「動」の空


間とし、賑やかなカフェ／新聞雑誌／子ども／文学・文芸のエリアとします。書棚


はバザールのキオスクを避ける形でジグザグ形状とし、書架が連続しながらも本に


囲まれたニッチのような閲覧コーナーとなります。書架高さを 1500mmと抑えるこ


とで1階は全体が見通せる一体的なワンルーム空間となります。2階は中央のバザー


ル・光庭を囲んで回遊できる構成とし北側を専門図書ゾーンに、南側を一般図書ゾー


ンにします。2階は比較的静かな落ち着いた閲覧・学習のできるエリアとなります。


天井は既存躯体のヴォールト形状を活かした高い天井で荘厳な図書閲覧エリアを演


出します。


（プロポーザルシートより）
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神流町中里合同庁舎


所在地 群馬県多野郡神流町神ヶ原 427-1
建築主 群馬県神流町（発注時は中里村）
用途 役場分庁舎・健康増進管理センター・図書コーナー
設計 建築監理 早稲田大学古谷誠章研究室
  担当／古谷誠章・田中智之・平瀬有人・原田光子
  NASCA
  担当／八木佐千子・小池啓介
 構造　オーク構造設計
  担当／新谷眞人・森部康司
 設備　テーテンス事務所
  担当／葉山成三・新井英昭
 　　　協力：共立システム設計事務所　担当／林充
 ワークショップ運営　NPO 学習環境デザイン工房
施工 建築　塚本建設・塚本工務店特定建設工事共同企業体
  担当／田島洋・横田忠明・田端元貴・萩原透友
 設備　クシダ工業
  担当／都丸武広
 電気　神明電気
　  担当／猪俣慶二
 家具　チェリア
  担当／小坂博信・井上学・加藤智也
規模 敷地面積　1,050㎡
 建築面積　485.61㎡
 延床面積　1,468.57㎡
  1F　454.34㎡／ 2F　210.47㎡
  3F　329.02㎡／ 4F　474.74㎡
 階数　地上 4 階
寸法 最高高さ　17.59m
 最高軒高　16.77m
 階高　4,000mm
 天井高　2.7・3.0・3.4・11.0m
敷地条件 地域地区　特になし
 道路幅員　北 8.31-9.23m
構造 主体構造　鉄骨造
 杭・基礎　ベタ基礎
設備 空調設備
 空調方式　ヒートポンプエアコン・AHU・FCU・PAC・天井
  輻射冷暖房・床輻射暖房
 熱源　電気
 衛生設備
 給水　受水槽 + 加圧給水方式
 給湯　電気貯湯式
 排水　合併式浄化槽方式
 電気設備
 受電方式　高圧受電
 設備容量　100kVA/75kVA 
 契約電力　120kW
 予備電源　なし
 昇降機等　乗用エレベーター（マシンルームレス式 9 人乗）
工程 設計期間　2001 年 2 月～ 2002 年 3 月
 施工期間　2002 年 4 月～ 2003 年 3 月
外部仕上げ 屋根　塩化ビニル系樹脂シート防水
 外壁　押出成形セメント板 t=60 ボンフロンフッ素樹脂塗装・
 　　　繊維混入パーライトセメント板 フッ素樹脂塗装・st PL 
 　　　フタル酸樹脂塗装・st PL フェロドールMIO・アルミ
 　　　スパンドレル
 開口部　アルミ製建具・スチール製建具
 外構　植栽　アメリカ楓・チチブドウダンツツジ
 　　　舗床　透水性インターロッキングブロック・植生用舗装
 　　　　　　コンクリートブロック・デッキ　イペ
内部仕上げ 
　ホール 床　アッシュフローリング t=15 AEP
 壁　PB t=12.5+9.5 AEP
 天井　アルミパンチングメタル
　インフォ 床　透水性インターロッキングブロック
 壁　PB t=12.5+9.5 AEP
 天井　岩綿吸音板 t=12.5 AEP
　他 床　タイルカーペット t=7（一部 OAフロア）
 壁　PB t=12.5+9.5 AEP
 天井　岩綿吸音板 t=12.5 AEP


神流町立中里中学校体育館


所在地 群馬県多野郡神流町神ヶ原 422
建築主 群馬県神流町
用途 体育館
設計 建築監理 早稲田大学古谷誠章研究室
  担当／古谷誠章・田中智之・平瀬有人
  NASCA
  担当／八木佐千子・小池啓介
 構造　オーク構造設計
  担当／新谷眞人・森部康司
 設備　テーテンス事務所
  担当／葉山成三・新井英昭
 　　　協力：共立システム設計事務所　担当／林充
施工 建築　塚本建設・青木工務店・黒澤建設特定建設工事共同企業体
  担当／横田忠明・梅島正志・木部和幸
 設備　クシダ工業
  担当／都丸武広
 電気　クシダ工業
　  担当／嶋崎初男
規模 敷地面積　8,971.11㎡
 建築面積　1,320.50㎡
 延床面積　1,375.26㎡
  地下 1F　116.13㎡／ 1F　1,197.22㎡／ 2F　61.91㎡
 階数　地下 1 階　地上 2 階
寸法 最高高さ　16.19m
 最高軒高　15.65m
敷地条件 地域地区　特になし
 道路幅員　南 8.31-9.23m
構造 主体構造　鉄筋コンクリート造
 杭・基礎　ベタ基礎
設備 空調設備
 換気　第三種換気
 衛生設備
 給水　水道直結方式
 雨水　道路側溝へ放流
 排水　汚水雑排水　合併式浄化槽方式
 電気設備
 受電方式　低圧受電
 設備容量　40kVA
 契約電力　1.5kW
工程 設計期間　2002 年 11 月～ 2003 年 3 月
 施工期間　2003 年 6 月～ 2004 年 3 月
外部仕上げ 屋根　SUS t=4.0 シーム溶接工法・アスファルトルーフィング t=1.0
 外壁　押出成形セメント板 t=60 ボンフロンフッ素樹脂塗装・
 　　　コンクリート打放し　水性シリケート系塗装
 開口部　アルミ製建具・スチール製建具
 外構　舗床　アスファルト舗装
内部仕上げ 
　アリーナ 床　カバザクラ大型積層フローリング t=18 水性ウレタン塗装
 壁　杉連結木材 85 角　撥水性水性保護塗料
 天井　杉連結木材 85 角　撥水性水性保護塗料
　ステージ 床　カバザクラ大型積層フローリング t=18 水性ウレタン塗装
 壁　コンクリート打放し
 天井　有孔折板 t=1.6 SOP
　倉庫 床　ビニル床タイル t=2
 壁　コンクリート打放し
 天井　コンクリート打放し
　更衣室 床　25mm角タイル
　 壁　PB t=12.5+9.5 AEP
 天井　岩綿吸音板 t=12.5 AEP
　トイレ 床　25mm角タイル
　 壁　25mm角タイル・PB t=12.5+9.5 AEP・コンクリート打放し
 天井　岩綿吸音板 t=12.5 AEP
　エント 床　人工芝
　 壁　コンクリート打放し
 天井　杉連結木材 85 角　撥水性水性保護塗料
　ギャラリー床　カバザクラ大型積層フローリング t=18 水性ウレタン塗装
　 壁　コンクリート打放し
 天井　杉連結木材 85 角　撥水性水性保護塗料
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YNH｜代々木の住宅


所在地 東京都渋谷区
用途 専用住宅
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
 構造　昭和女子大学森部康司研究室
  担当／森部康司
 照明計画協力　早川亜紀（SLDA） 
施工 建築　美樹建設
  担当 / 小林茂樹
 設備　巴水道工務店
  担当 / 伊藤敏彦
 電気　片桐電気
  担当 / 片桐大介
規模 敷地面積　57.21㎡
 建築面積　37.66㎡
 延床面積　96.12㎡
  1F　36.22㎡／ 2F　35.06㎡／ 3F　24.84㎡
 階数　地上 3 階
寸法 最高高さ　7,700mm
 最高軒高　7,650mm
 階高　2,450-2,800mm
 天井高　2,200-2,340mm
敷地条件 地域地区　第二種低層住居専用地域
 道路幅員　北 4.51m　西 4.55m
構造 主体構造　木造在来工法
 杭・基礎　地盤改良（タイガーパイル工法）　 べた基礎
設備 空調設備　ルームエアコン
 衛生設備 給水　水道本管直結式 
  排水　下水本管直結式
  給湯　ガス給湯器
工程 設計期間　2009 年 12 月～ 2010 年 7 月
 施工期間　2010 年 8 月～ 2010 年 12 月
外部仕上げ 屋根　塩ビ樹脂系防水シート
 外壁　骨材入アクリル樹脂（フッコー マヂックコート特注色） 
 開口部　木製建具（キマド）・アルミサッシ
 外構　砂利敷
内部仕上げ 
エントランス 床　白モルタル金ゴテ仕上
 壁・天井　PB t=12.5mm（ しっくいペイント Ag+）
浴室 バスタブ　ハーフユニット TOTO PYP1600
 壁　ケイカル板 t=6+8mm の上 FRP 塗装
 天井　ケイカル板 t=6mm VP
 照明　青山電陶 CK-W771
キッチン 床　ナラフローリング t=15mm 白染色 UV
 壁・天井　PB t=12.5mm（しっくい  ペイント Ag+）
各室共通 床　ナラフローリング t=15mm 白染色　木材保護塗料
 壁・天井　PB t=12.5mm（しっくい  ペイント Ag+）
 建具金物　ドアノブ west 154・隠し丁番
 照明　青山電陶 CK-W771・モーガルソケット
階段 ササラ桁　St PL-9 × 270 OP
 段板　 St PL-6 曲げ加工 タモ集成材 OSCL  白染色
 手摺り　 St FB-9 × 38 OP
 手摺り子　St FB-9 × 32 OP @450mm 


富久千代酒造　酒蔵改修ギャラリー


所在地 佐賀県鹿島市浜町 1244-1
建築主 富久千代酒造（有）
用途 ギャラリー（旧精米所改修・1921 年竣工／築 96 年）
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
 構造　昭和女子大学森部康司研究室
  担当／森部康司
 照明　灯デザイン
　　　  担当／早川亜紀
施工 建築　ネックスコーポレーション
  担当／藤井重明
 構造補強工事（黒皮鉄板）　伸栄工業
  担当／武知孝典
 空調・衛生工事　兼茂
  担当／土井利道
 電気工事　宮園電工
  担当／北村茂　小野原博雄
規模 敷地面積　2,970㎡
 建築面積　154.75㎡
 延床面積　199.65㎡
  1F　154.75㎡／ 2F　44.90㎡
 階数　地上 2 階
寸法 最高高さ　6,910mm
 最高軒高　4,552mm
 階高　2,720mm
 天井高　2,500mm
敷地条件 地域地区　第一種住居地域
 道路幅員　東 9.0m　西 3.8-4.2m　南 3.2-3.6m
構造 主体構造　木造（黒皮鉄板による構造補強）
設備 空調設備 パッケージエアコン
  熱源　空冷ヒートポンプ式熱源機
 衛生設備 給水　直接給水方式
  給湯　電気給湯器（ヒーター式）
  排水　単独浄化槽
 電気設備 受電方式　高圧受電（契約種別、産業用電力 A）
  設備容量　三相、100KVA   単相、30KVA
  契約電力　デマンド契約
  予備電源　非常用電源なし
 防災設備　消火器
工程 設計期間　2014 年 2 月～ 6 月
 施工期間　2014 年 6 月～ 12 月
外部仕上げ 屋根　粘土瓦葺き
 外壁　焼杉貼り
 ブリッジ　st PL t=12 溶融亜鉛メッキ + リン酸亜鉛処理
 開口部　木製建具
 外構　砂利敷
内部仕上げ 
　1F 床　墨入りモルタル金鏝クリア仕上
 壁　土壁（既存）・st PL t=12+R.PL t=4.5 黒皮鉄板クリア仕上・
 　　窯業系ボード t=12（ウベボード｜UBボード）水性アク
 　　リル樹脂系塗材（アイカ｜ジョリパット爽土撫切り仕上
 　　（白雲母））
 天井　窯業系ボード t=12（ウベボード｜UBボード）+ 水性
 　　　アクリル樹脂系塗材（アイカ｜ジョリパット爽土撫切
 　　　り仕上／白雲母））
 階段　st PL t=22 黒皮鉄板クリア仕上
　2F 床　杉板貼りベンガラ +柿渋仕上
 天井　杉皮貼り（割竹押え）
 手摺　st FB-12 × 50 黒皮鉄板クリア仕上
使用機器 キッチン台：ステンレス製作　SUS304 t=1.2 HL 仕上
 水栓：アヴァ　KW0191113R（セラトレーディング）
 コンロ：IH クッキングヒーター（三口）　ドロップインコンロ
 　　　　 AHI635CA（AEG）
 換気扇：天吊りシロッコファン ミニマル 4540K 黒（サンワカ
 　　　　ンパニー）
 WC洗面台：銅板 t=1.2
 水栓：ボラ VL.RB1CDR 黒（セラトレーディング）
 便器：洋風簡易水洗便器 TWC-3（LIXIL）


五ケ山ダム水源地域建築物


■五ケ山ダム水源地域建築物
基本・実施設計者選定プロポーザル作品（最優秀賞受賞）


所在地 福岡県筑紫郡那珂川町五ケ山地内
用途 観光拠点
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
規模 敷地面積　約 9,000㎡
 建築面積　約 540㎡
 延床面積　約 540㎡
 　　　　　本館 約 300㎡・四阿 約 180㎡・トイレ 約 60㎡
 階数　地上 1 階
工程 設計期間　2016 年 9 月～ 2017 年 3 月
 施工期間　2017 年 4 月～ 2018 年 3 月
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KNH｜高円寺の集合住宅


所在地 東京都杉並区高円寺北
用途 集合住宅
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
施工 建築　美樹建設
  担当／小林茂樹
規模 敷地面積　154.89㎡
 建築面積　92.70㎡
 延床面積　276.41㎡
  1F　91.01㎡／ 2F　92.70㎡／ 3F　92.70㎡
 階数　地上 3 階
寸法 最高高さ　8,570mm
 最高軒高　8,200mm
 階高　2,700mm
 天井高　2,370-2,749mm
敷地条件 地域地区　第一種中高層住居専用地域
 道路幅員　西 8.24-8.26m
構造 主体構造　鉄筋コンクリート壁構造
 杭・基礎　鋼管杭　べた基礎
設備 空調設備　ルームエアコン
 衛生設備 給水　水道本管直結式 
  排水　下水本管直結式
  給湯　ガス給湯器
工程 設計期間　2014 年 7 月～ 2015 年 1 月
 施工期間　2015 年 2 月～ 2015 年 10 月
外部仕上げ 屋根　塩ビ樹脂系防水シート
 外壁　ランデックスコート　黒 2% 3 回塗り
 　　　水性アクリル樹脂系塗材（アイカ｜ジョリパット吹付）　　　
 開口部　アルミサッシ・スチール扉
 目隠し　エキスパンドメタル
内部仕上げ 
　共用廊下 床　モルタル金鏝クリア仕上・タイル
 壁　水性アクリル樹脂系塗材（アイカ｜ジョリパット吹付）
 天井　水性アクリル樹脂系塗材（アイカ｜ジョリパット吹付）
　居室 床　フローリング・P タイル・長尺シート
 壁　ビニルクロス
 天井　ビニルクロス


武蔵境新公共施設


■武蔵境新公共施設
設計プロポーザルル作品（上位 5 選）


所在地 東京都武蔵野市境南町 2-3-18
用途 図書館・青少年市民活動生涯学習支援施設・カフェ
設計 建築 早稲田大学古谷誠章研究室
  担当／古谷誠章・平瀬有人・原章史ほか
  NASCA
  担当／八木佐千子・荒木明
規模 敷地面積　2,166.2㎡
 建築面積　約 1,500㎡
 延床面積　約 10,000㎡
工程 プロポーザル設計期間　2003 年 10 月～ 2004 年 2 月


天神・因幡町通り地下通路


■天神 1 丁目南地区 因幡町通り地下通路
　内装設計業務委託プロポーザル作品（最優秀賞受賞）


所在地 福岡県中央区天神 1 丁目
用途 地下通路
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
規模 延床面積　1,072㎡
 階数　地下 1 階
工程 設計期間　2015 年 8 月～ 2016 年 12 月
 施工期間　2017 年 1 月～ 2019 年 1 月


鹿島のゲストハウス


所在地 佐賀県鹿島市浜町（重要伝統的建造物群保存地区内）
用途 ゲストハウス（旧水頭家住宅改修・1780 年代竣工／築約 237 年）
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
規模 延床面積　335.51㎡
 階数　地上 2 階
工程 設計期間　2015 年 4 月～ 2016 年 5 月
 施工期間　2016 年 6 月～ 2018 年 3 月


美々津のゲストハウス


所在地 宮崎県日向市（重要伝統的建造物群保存地区内）
用途 ゲストハウス（旧矢野家住宅改修・1883 年竣工／築 134 年）
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
規模 延床面積　206.38㎡
 階数　地上 2 階
工程 設計期間　2016 年 5 月～ 2017 年 2 月
 施工期間　2017 年 3 月～ 2017 年 7 月


福智町立図書館・歴史資料館


■福智町立図書館・歴史資料館
　設計業務者選定プロポーザル作品（優秀賞受賞）


所在地 福岡県田川郡福智町赤池 970-2
用途 図書館・歴史資料館
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人　平瀬祐子
規模 敷地面積　9,653㎡
 建築面積　1,776㎡
 延床面積　3,556㎡
 階数　地上 2 階
工程 プロポーザル設計期間　2015 年 1 月～ 2015 年 3 月


HH｜世田谷の住宅


所在地 東京都世田谷区奥沢
用途 専用住宅
設計 建築監理 yHa architects
  担当／平瀬有人
施工 建築　光余建設
  担当／中里光一
規模 敷地面積　168.17㎡
 建築面積　82.26㎡
 延床面積　159.81㎡
  1F　82.26㎡／ 2F　77.55㎡
 階数　地上 2 階
寸法 最高高さ　6,480mm
敷地条件 地域地区　第一種住居地域
 道路幅員　南 6m
構造 主体構造　木造
工程 設計期間　2001 年 4 月～ 2002 年 7 月
 施工期間　2002 年 8 月～ 2003 年 1 月
外部仕上げ 屋根　ガルバリウム鋼板
 外壁　マジックコート吹付
内部仕上げ 
　1F 床　モルタル金鏝クリア仕上・パインフローリング
 壁　PB t=9.5 AEP
 天井　PB t=9.5 AEP
　2F 床　パインフローリング
 壁　PB t=9.5 AEP
 天井　PB t=9.5 AEP
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図版出典


図 1-1/3-3/4-2《カステルヴェッキオ美術館》(c) Olga Schlyter


図 1-2《ブリオン家墓地》(c) Francesco Maria Gabriele Vozza


図 1-3《クェリーニ・スタンパーリア財団》(c) Hans Jan Dürr


図 1-4/5《住宅第十号》(c)『a+u 1980 年 1 月 特集：ピーター・


アイゼンマン』エー・アンド・ユー , 1980


図 1-6《アビニヨンの娘たち》(c) Museum of Modern Art, New York


図 2-1《Marolois's illustration of perspective model》(c) La 


Perspective contenant la theorie et la practique d’icelle


図 2-2《 テ ア ト ロ・ オ リ ン ピ コ 》(c) Consorzio Turistico 


Vicenza è / Simon Tidworth 『Theatres; an illustrated history』


Pall Mall Press, 1973


図 2-3《大使たち》(c) Google Arts & Culture


図 2-4《メッツ》(c) 『「ジョルジュ・ルース展」カタログ』財団


法人東京都歴史文化財団 , 2001


図 2-5《パンを届ける少年》(c) The Wallace Collection


図 2-6《リンゴの皮を剥ぐ娘》(c) Rijksmuseum Amsterdam


図 2-7《ヴァージナルを弾く女》(c) Museum Boijmans Van Beuningen


図 2-8《ユトレヒトのビュール聖堂内部》素描 (c) Kimbell Art Museum


図 2-9《ユトレヒトのビュール聖堂内部》左／ (c) Kimbell Art 


Museum　右／ (c) The NATIONAL GALLERY


図 2-10《A Peepshow with Views of the Interior of a Dutch 


House》(c) The NATIONAL GALLERY


図 2-11/12《 あ か さ か み つ け #8#14#5#12#7#11#17#26》


《711-6692》(c) 岡 崎 乾 二 郎『 岡 崎 乾 二 郎 ―1979 ー 2014』


BankART 1929, 2014


図 2-13《住宅》(c) ジョージ・ケペッシュ『視覚言語』paul 


theobald and company, 1944


図 2-14《枝の可変的フレーミングの図解》 (c) Sergei Eisenstein


『Film Form: Essays in Film Theory』Harcourt Brace Jovanovich; 


Revised edition, 1969


図 2-15《モンタージュと建築》 (c) Sergei Eisenstein『Montage 


and Architecture』The MIT Press, 1989


図 2-16《秋刀魚の味》(c) 鈴木一誌・戸田ツトム『デザインの種』


大月書店 , 2015


図 2-17《早春》(c) 鈴木一誌・戸田ツトム『デザインの種』大


月書店 , 2015


図 2-18《東京窓景》(c) 中野正貴『東京窓景』河出書房新社 , 2000


図 2-19《David Hockney Cameraworks》(c) David Hockney


『Cameraworks』Knopt, 1984


図 3-2《慶松幼稚園》(c) INAX REPORT No.169, INAX, 2007


図 3-4《カステルヴェッキオ美術館》(c) Leon


図 3-5/6《ブリオン家墓地》(c) Francesco Maria Gabriele Vozza


図 3-7《梅林の家》(c) bric.k tank


図 3-8《J》左／ (c)『JA74 窓－メディアとしての境界』新建築


社 , 2009　右／ (c) http://www.aokijun.com


図 3-9《Poli House》(c)『a+u 2013 年 6 月 特集：ペソ・フォン・


エルリッヒハウゼン』エー・アンド・ユー , 2013


図 3-10《Cien House》(c)『2G No.61 Pezo von Ellrichshausen』


Gustavo Gili, 2012


図 3-11《Meri House》(c) PEZO VON ELLRICHSHAUSEN HP 


http://pezo.cl


図 3-12《リトラル・アレンテジャノの住宅》(c) Daniel Malhão


図 3-13《八ヶ岳の別荘》(c)『JA74 窓－メディアとしての境界』


新建築社 , 2009


図 3-14《House N》(c) Iwan Baan


図 3-15《光の館》(c) http://yossyy.jugem.jp


図 3-16《ブルー・プラネット・スカイ》(c) FLORIAN HOLZHERR


図 3-17《Reframe》(c) Pierre Berthelomeau


図 3-18/4-3《谷村美術館》(c) http://www.sugiura-arch.co.jp


図 3-19《クェリーニ・スタンパーリア財団》(c) Hans Jan Dürr


図 3-20/4-5《 ブ リ オ ン 家 墓 地 》 左 ／ (c) Univ. Arizona 


Architecture in Orvieto 2010　右／ (c) 斉藤裕


図3-21《キャン・リス》(c) 『a+u 2013年3月臨時増刊 キャン・リス ヨー


ン・ウッツォンのマヨルカ島の家』エー・アンド・ユー , 2013


図 3-22《ガララテーゼ集合住宅》(c) https://img.kalleswork.net


図 3-23《実験住宅コエタロ》(c) Hassan Bagheri


図 3-24/4-4《森の火葬場》(c) Isaiah King/Sergii Gryshkevych


図 3-25《母の家》(c) dans la ville d’images


図 3-26《ルイジアナ近代美術館》(c) 鈴木布美子


図 3-27《ヴィラ・プランチャート》(c) Archi Di AP


図 3-28《飯田市小笠原記念館》(c) Hisao Suzuki 


図 3-29《ヘルシンキ現代美術館》(c) mayu


図 3-30《ヘルシンキ現代美術館》(c) Roland Halbe


図 3-31《テアトロ・オリンピコ》(c) José Garrido


図 3-32《スカラ・レジア》(c) Adam Taylor


図 3-33《パッサージュ ヴァルター・ベンヤミンへのオマージュ》


(c) FORES MUNDI


図 3-34《絵画のための見晴らし小屋》(c) Toshiya Motai


図 3-35《ヴェルサイユ宮殿鏡の間》(c) Myrabella 


図 3-36《古河総合公園》(c) http://a-p-j.tumblr.com


図 3-37《ウィークエンドハウス》『日本の現代住宅 1985-


2005』TOTO 出版 , 2005


図 3-38《Studio 御殿山》(c)『新建築 2007 年 2 月』新建築社 , 2007


図 3-39《APLIX FACTORY》(c) DOMINIQUE PERRAULT 


ARCHITECTURE


図 3-40《Two Adjacent Pavilions》(c) Studio van Damme


図 4-7～4-10《富久千代酒造 酒蔵改修ギャラリー》(c) Techni Staff


図 4-11 ～ 4-14《YNH｜代々木の住宅》(c) Takeshi YAMAGISHI


図 4-15 ～ 4-16《KNH｜高円寺の集合住宅》(c) Takeshi YAMAGISHI


図 4-17 ～ 4-18《HH｜世田谷の住宅》(c) 鳥村鋼一


図 4-19 ～ 4-20《武蔵境新公共施設》(c) 淺川敏


図 4-21～ 4-23《五ヶ山ダム水源地域建築物》(c) yHa architects


＜作品収録＞


《神流町中里合同庁舎 +神流町立中里中学校体育館》(c) 松岡満


男 / 新建築社


《富久千代酒造 酒蔵改修ギャラリー》(c) Techni Staff


《YNH｜代々木の住宅》(c) Takeshi YAMAGISHI/ 新建築社


《KNH｜高円寺の集合住宅》(c) Takeshi YAMAGISHI


《HH｜世田谷の住宅》(c) 鳥村鋼一


《武蔵境新公共施設》(c) 淺川敏


《五ヶ山ダム水源地域建築物》(c) yHa architects


《天神・因幡町通り地下通路》(c) yHa architects


《KFH｜鹿島のゲストハウス》(c) yHa architects


《MAG｜美々津のゲストハウス》(c) yHa architects


《福智町立図書館・歴史資料館》(c) yHa architects
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 学術講演梗概集（北海道）、2004 年 8 月、三星安澄、平瀬有人、古谷誠章


その他講演７件


受賞


1999 年 村野賞｜ 2000 年 新建築住宅設計競技 佳作｜ 2001 年 早稲田大学小野梓記念芸術賞｜ 2006 年 日本建築学会作品選集 2006


（共同）｜ 2014 年 佐賀県歯科医師会館公募プロポーザル 優秀賞｜ SDレビュー 2014 入選｜宮崎県環境科学協会新事業所公募プロ


ポーザル 入選｜ 2015 年 福智町立図書館・歴史資料館公募プロポーザル 優秀賞｜ JCD アワード 2015 best100 ｜日本建築学会九州


建築選2015佳作｜日本建築家協会優秀建築選2015｜天神・因幡町通り地下通路指名プロポーザル 最優秀賞｜2016年 アイカ施工例コ


ンテスト最優秀賞｜ JID AWARD 2016 大賞｜五ケ山ダム水源地域建築物公募プロポーザル最優秀賞｜日本建築士会連合会賞 優秀賞｜


グッドデザイン賞 2016 ｜日本建築美術工芸協会 AACA 芦原義信賞 ＜新人賞＞｜ 2017 年 日本建築学会作品選集 2017 ｜


日本建築学会作品選集 2017 新人賞
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６　作品収録







２０１７年２月


審査員（主査）   早稲田大学教授     古谷誠章


     早稲田大学名誉教授    石山修武


     早稲田大学教授　工学博士（早稲田大学） 入江正之










